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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

外
務
省
領
事
局
政
策
課
は
1

月
30
日
、
昨
年
10
月
１
日
現
在

の
調
査
に
よ
る
海
外
在
留
邦
人

数
調
査
統
計
の
結
果
を
発
表
し

た
。
海
外
在
留
邦
人
総
数
は

１
２
９
万
３
０
９
７
人
で
、
前

年
（
１
２
９
万
３
５
６
５
人
）

と
ほ
ぼ
同
数
と
な
っ
た
。
成
人

数
は
１
０
４
万
４
８
１
６
人

で
、
海
外
在
留
邦
人
全
体
の

80
・
8
％
を
占
め
て
い
る
。

　

海
外
在
留
邦
人
の
う
ち
、
駐

在
員
な
ど
の
「
長
期
滞
在
者
」

は
71
万
２
７
１
３
人
（
前
年
比

６
１
２
５
人
減（
0
・
9
％
減
））

で
全
体
の
55
・
1
％
を
占
め
、

「
永
住
者
」
は
58
万
３
８
４
人

（
前
年
比
５
６
５
７
人
（
１
％

増
））
と
な
っ
て
い
る
。

　

国
（
地
域
）
別
で
は
、「
米

国
」
が
海
外
在
留
邦
人
全
体
の

32
％
（
41
万
３
３
８
０
人
）
で

最
も
多
く
、
都
市
別
で
は
、「
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
都
市
圏
」
は
海
外

在
留
邦
人
全
体
の
2
・
9
％

（
3
万
７
３
４
５
人
）
で
「
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
都
市
圏
」
の
同

4
・
9
％
（
6
万
３
５
０
８
人
）

に
次
い
で
世
界
で
２
番
目
に
多

か
っ
た
。
上
位
２
都
市
を
米
国

東
西
両
岸
で
占
め
た
。

　
　
　

 （
関
連
記
事
５
面
に
）

　

外
務
省
は
、
２
０
２
５
年
度

ジ
ュ
ニ
ア
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
・
オ
フ
ィ
サ
ー
（
Ｊ
Ｐ
Ｏ
）

派
遣
候
補
者
選
考
（
２
０
２
５

年
度
Ｊ
Ｐ
Ｏ
募
集
）
を
実
施
、

１
月
10
日
に
募
集
要
項
を
公
開

し
た
。
応
募
受
付
の
開
始
は
２

月
３
日
、
締
切
は
３
月
４
日
。

　

Ｊ
Ｐ
Ｏ
派
遣
は
、
国
連
を
は

じ
め
と
し
た
国
際
機
関
へ
の
就

職
を
支
援
す
る
目
的
で
、
各
国

政
府
の
費
用
負
担
を
条
件
に
、

国
際
機
関
が
若
手
人
材
を
受
け

入
れ
る
制
度
。
外
務
省
で
は

１
９
７
４
年
か
ら
同
制
度
に
よ

る
派
遣
を
開
始
し
、
35
歳
以
下

の
若
手
の
日
本
人
に
対
し
、
２

年
間
、
国
際
機
関
で
勤
務
経
験

を
積
む
機
会
を
提
供
す
る
こ
と

で
日
本
人
の
国
際
機
関
へ
の
就

職
を
後
押
し
し
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
の
累
計
派
遣
者
数
は
約

２
０
０
０
人
に
上
る
。

　

23
年
末
時
点
の
最
新
の
調
査

で
は
、
９
５
８
人
の
日
本
人
職

員
が
国
連
関
係
機
関
の
専
門
職

以
上
の
ポ
ス
ト
に
就
い
て
お

り
、
こ
の
う
ち
半
数
近
く
の

４
６
８
人
が
Ｊ
Ｐ
Ｏ
出
身
者

だ
。
幹
部
職
員
に
つ
い
て
も
、

91
人
中
40
人
が
Ｊ
Ｐ
Ｏ
出
身
者

で
、
国
連
事
務
次
長
・
軍
縮
担

当
上
級
代
表
を
務
め
る
中
満
泉

（
な
か
み
つ
・
い
ず
み
）
氏
を

始
め
と
し
て
、
多
く
の
幹
部
職

員
も
Ｊ
Ｐ
Ｏ
出
身
者
（
い
ず
れ

も
23
年
末
時
点
の
人
数
）。
こ

の
よ
う
に
、
現
在
、
世
界
中
の

国
際
機
関
で
活
躍
す
る
日
本
人

職
員
の
多
く
が
Ｊ
Ｐ
Ｏ
か
ら
そ

の
キ
ャ
リ
ア
を
開
始
し
て
お

り
、
Ｊ
Ｐ
Ｏ
は
国
際
機
関
職
員

を
目
指
す
日
本
人
に
と
っ
て
の

い
わ
ば
登
竜
門
と
言
え
る
。

　

Ｊ
Ｐ
Ｏ
は
、
派
遣
期
間
中
に

国
際
機
関
職
員
と
し
て
必
要
な

知
識
・
経
験
を
積
み
、
派
遣
期

間
中
ま
た
は
終
了
後
に
正
規
採

用
を
得
る
こ
と
、
ひ
い
て
は
各

分
野
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し

て
、
ま
た
は
国
際
機
関
を
代
表

す
る
幹
部
と
な
っ
て
活
躍
し
、

日
本
と
国
際
機
関
と
の
連
携
を

一
層
強
め
る
役
割
を
担
っ
て
い

く
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

20
年
度
以
降
、
選
考
は
全
面
的

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
て
お

り
、
海
外
か
ら
の
応
募
・
面
接

の
参
加
も
可
能
だ
。
外
務
省
で

は
、「
世
界
中
で
活
躍
し
て
い

る
意
欲
あ
る
日
本
人
の
若
手
人

材
の
国
際
機
関
へ
の
挑
戦
を
支

援
し
て
い
る
」
と
海
外
か
ら
の

応
募
も
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

応
募
資
格
は
今
年
２
月
１
日

現
在
、
35
歳
以
下
（
生
年
月
日

が
１
９
８
９
年
２
月
２
日
以
降

で
あ
る
こ
と
）、
国
際
機
関
で

自
身
が
希
望
す
る
ポ
ス
ト
の
業

務
に
関
連
す
る
分
野
の
修
士
号

を
有
す
る
、
関
連
分
野
に
お
い

て
２
年
以
上
の
職
務
経
験
を
有

す
る
、
英
語
で
職
務
遂
行
が
可

能
で
あ
る
、
将
来
に
わ
た
り
国

際
機
関
で
働
く
意
思
を
有
す

る
、
そ
し
て
日
本
国
籍
を
有
す

る
こ
と
。
募
集
内
容
の
応
募
方

法
と
詳
細
は
、
外
務
省
国
際
機

関
人
事
セ
ン
タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
専
用
ペ
ー
ジ
（https://

www.m
ofa-irc.go.jp/jpo/

index.html

）
を
参
照
す
る
。

　

日
本
ク
ラ
ブ
特
別
企
画
展 

「
和
紙
の
芸
術
表
現
・
伝
統
か

ら
未
来
へ
」
が
１
月
30
日
か
ら

日
本
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
西
57
丁
目

１
４
５
番
地
７
階
）
で
開
催
さ

れ
て
い
る
。
同
展
で
は
柔
ら
か

な
光
を
通
し
て
「
侘
び
」
の
美

を
感
じ
さ
せ
る
和
紙
の
照
明
イ

ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
、
時
代

の
移
ろ
い
を
映
し
出
す
型
紙
が

表
現
す
る
「
寂
び
」
の
静
け
さ

と
奥
深
さ
な
ど
、
和
紙
が
も
た

ら
す
日
本
独
自
の
芸
術
表
現
が

体
感
で
き
る
。
主
な
出
展
作
家

は
、
柴
崎
幸
次
、
鈴
木
美
賀
子
、

南
辻
華
奈
江
、
佐
藤
友
泰
。

　

２
月
１
日
、
７
階
同
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
特
別
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
。講
演
会
で
は
、

柴
崎
幸
次
教
授
（
愛
知
県
立
芸

術
大
学
）
＝
写
真
右
＝
と
鈴
木

美
賀
子
氏
（
画
家
・
美
術
博
士
）

＝
同
左
＝
が
、
和
紙
が
世
界
で

高
く
評
価
さ
れ
る
理
由
や
金
彩

や
型
紙
の
デ
ザ
イ
ン
が
持
つ
普

遍
的
な
美
な
ど
、
和
紙
の
魅
力

や
可
能
性
に
つ
い
て
語
っ
た
。

展
示
は
今
月
21
日
（
金
）
ま
で
。

和
紙
の
芸
術
表
現

侘
び
寂
び
の
光
に

柴崎幸次教授と
鈴木美賀子博士

21日まで日本ギャラリー

国際機関で働こう！
外務省　

２
０
２
５
年
度
Ｊ
Ｐ
Ｏ
派
遣
選
考

候
補
者
の
応
募
受
付
開
始

在
米
邦
人
41
万
３
３
８
０
人

Ｎ
Ｙ
都
市
圏
で
３
万
７
３
４
５
人

https://www.restaurantnippon.com/
http://ymcatfv.org/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.mofa-irc.go.jp/jpo/index.html
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碧
玉
竹
は
英
語
で
はday 
lily 

と
呼
ば
れ
、
食
用
ユ
リ
の

茎
の
部
分
て
、
希
少
野
菜
で
も

あ
り
ま
す
。

　

ほ
の
か
な
甘
み
が
あ
り
、
繊

維
質
に
富
み
、
と
て
も
美
味
し

い
野
菜
で
す
。

材料

碧玉竹 ........... 1束
にんにく ....... 3片
オリーブオイル

......................大 1
塩 .................適宜

碧
玉
竹
（
へ
き
ぎ
ょ
く
ち
く
）

作
り
方

1　

ニ
ン
ニ
ク
は
薄
く
ス
ラ
イ

ス
す
る
。

２　

碧
玉
竹
を
4
セ
ン
チ
幅
に

切
る

３　

フ
ラ
イ
パ
ン
に
オ
リ
ー

ブ
オ
イ
ル
を
入
れ
て     

熱
し
、

①
の
に
ん
に
く
ス
ラ
イ
ス
を
香

り
が
で
る
ま
で
炒
め
、
②
の
碧

玉
竹
を
入
れ
て
炒
め
、
し
ん
な

り
し
た
ら
塩
を
加
え
て
混
ぜ
る

よ
う
に
さ
っ
と
炒
め
る
。

　

独
自
の
製
法
で
、
使
い
込
む

ほ
ど
に
ふ
わ
ふ
わ
感
が
増
す
タ

オ
ル
と
し
て
好
評
を
得
て
い
る

「
育
て
る
タ
オ
ル
」。
こ
の
ほ
ど

同
社
は
、
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
ク
ロ
ス

の
新
製
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
「
フ

ィ
ー
ル
・
ア
プ
リ
ケ
」
の
米
国

で
の
販
売
を
開
始
し
た
。

　

同
製
品
は
、
従
来
の
「
フ
ィ

ー
ル
」
シ
リ
ー
ズ
特
有
の
空
気

を
ま
と
う
よ
う
な
軽
さ
と
抜
群

の
吸
水
性
は
維
持
し
つ
つ
、
イ

ン
テ
リ
ア
に
も
馴
染
み
や
す
い

デ
ザ
イ
ン
と
彩
り
豊
か
な
カ
ラ

ー
設
定
が
特
徴
。
サ
イ
ズ
は
、

20
セ
ン
チ
×
40
セ
ン
チ
。白
系
、

ピ
ン
ク
系
、
青
系
、
カ
ー
キ
系
、

茶
系
、
グ
レ
ー
系
の
選
択
肢
が

あ
る
。
販
売
価
格
は
１
枚
25
ド

ル
。
ギ
フ
ト
に
も
最
適
の
商
品

だ
。
２
月
14
日
ま
で
バ
レ
ン
タ

イ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中

で
、
期
間
中
に
同
社
商
品
を

１
０
０
ド
ル
分
以
上
購
入
（
送

料
は
除
く
）
す
る
と
、
新
製
品

「
フ
ィ
ー
ル
・
ア
プ
リ
ケ
」
を

１
枚
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
る
。

　

新
製
品
を
含
む
「
育
て
る
タ

オ
ル
」
の
商
品
は
、
週
刊
Ｎ

Ｙ
生
活
が
運
営
す
る
Ｅ
Ｃ
サ

イ
ト
「
シ
ョ
ッ
プ
Ｎ
Ｙ
生
活
」

（https://shopnyseikatsu.
com 

）
か
ら
購
入
が
で
き
る

（
同
サ
イ
ト
か
ら
の
購
入
で
も

バ
レ
ン
タ
イ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

は
適
用
さ
れ
る
）。

「育てるタオル」が
ウォッシュクロスの
新製品発売

　

タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
の
ダ
フ

ィ
ー
ス
ク
エ
ア
（
ブ
ロ
ー
ド
ウ

エ
ー
45
〜
47
丁
目
）
で
バ
レ

ン
タ
イ
ン
デ
ー
当
日
の
14
日

（
金
）、
カ
ッ
プ
ル
の
た
め
の
イ

ベ
ン
ト
「
ラ
ブ
・
イ
ン
・
タ
イ

ム
ズ
ス
ク
エ
ア
」が
行
わ
れ
る
。

　

第
17
回
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ

ア
・
ア
ー
ツ
主
催
の
ラ
ブ
＆

デ
ザ
イ
ン
・
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ

ョ
ン
優
勝
ア
ー
ト
作
品
「
ラ

ブ
・
エ
バ
ー
・
ア
フ
タ
ー
」
の

前
で
、
結
婚
式
は
午
前
11
時
と

正
午
12
時
か
ら
、
巨
大
電
光

掲
示
板
を
使
っ
た
サ
プ
ラ
イ

ズ
・
プ
ロ
ポ
ー
ズ
は
11
時
30
分

と
12
時
30
分
か
ら
実
施
さ
れ

る
。
ま
た
、
午
後
６
時
か
ら
は

タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
の
象
徴
レ

ッ
ド
・
ス
テ
ッ
プ
ス
（
赤
い
階

段
）
で
、
愛
と
誓
い
の
セ
レ
モ

ニ
ー
が
開
催
さ
れ
る
。
こ
の
セ

レ
モ
ニ
ー
は
参
加
費
無
料
で
、

年
齢
、
性
別
、
宗
教
、
人
種
問

わ
ず
参
加
可
能
。『
ル
イ
・
ア

ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
・
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
：
素
晴
ら
し
き
世
界
』
の

キ
ャ
ス
ト
に
よ
る
ラ
イ
ブ
・
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
行
わ
れ
る
。

詳
細
は
公
式
サ
イ
トhttps://

www.timessquarenyc.org/
things-to-do/love-in-times-
square

を
参
照
す
る
。

画
像
は
公
式
サ
イ
ト
か
ら

DE

タイムズ
スクエア

プロポーズ

　

ガ
バ
ナ
ー
ズ
・
ア
イ
ラ
ン
ド
・

ア
ー
ツ
は
８
日
（
日
）、
第
４

回
「
ガ
バ
ナ
ー
ズ
・
ア
イ
ラ
ン

ド
氷
彫
刻
シ
ョ
ー
」
を
開
催
す

る
。
Ｎ
Ｙ
を
拠
点
に
氷
彫
刻
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
オ
カ
モ
ト
・
ス
タ

ジ
オ
の
プ
ロ
の
氷
彫
刻
家
と
10

人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
ペ
ア
を

組
み
、
正
午
12
時
か
ら
午
後
２

時
ま
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
氷
の

彫
刻
を
制
作
し
、
２
時
か
ら
３

時
ま
で
は
氷
彫
刻
の
イ
ン
ス
タ

レ
ー
シ
ョ
ン
、
観
客
投
票
に
よ

る
「
ピ
ー
プ
ル
・
チ
ョ
イ
ス
」

賞
の
表
彰
式
を
行
う
。

　

当
日
は
オ
カ
モ
ト
・
ス
タ

ジ
オ
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
レ
ッ
ド
フ
ッ
ク
・
ア
ー

ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
ク

ラ
フ
ト
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
も

あ
る
。
10
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
中
の
ひ
と
り
で
日
本
人
作
家

の
曽
根
麻
衣
さ
ん
は
、
ど
ん
ぐ

り
の
よ
う
な
ガ
バ
ナ
ー
ズ
島
の

形
に
ち
な
み
「
ガ
バ
ナ
ー
ズ
島

を
食
べ
る
リ
ス
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
彫
刻
を
制
作
予
定
。
入

場
無
料
、
登
録
や
チ
ケ
ッ
ト

不
要
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://www.govisland.
com/things-to-do/events/
governors-island-winter-
ice-sculpture-show

を
参
照
。

画像は公式サイトから

氷の彫刻ショーガ
バ
ナ
ー
ズ
島
で
８
日

　

ス
タ
ッ
テ
ン
島
動
物
園
で
２

日
、
リ
ス
科
の
ウ
ッ
ド
チ
ャ
ッ

ク
が
春
の
到
来
を
占
う
恒
例
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
ホ
ッ
グ
・
デ
ー
の

式
典
が
行
わ
れ
た
。

　

ス
タ
ッ
テ
ン
島
チ
ャ
ッ
ク
と

親
し
ま
れ
る
同
動
物
園
の
ウ
ッ

ド
チ
ャ
ッ
ク
は
当
日
早
朝
、
巣

穴
（
実
際
は
木
製
の
檻
）
か
ら

出
て
く
る
と
、
自
分
の
影
を
確

認
し
な
か
っ
た
た
め
、
10
年
連

続
で
「
春
の
訪
れ
は
早
い
」
と

い
う
予
報
と
な
っ
た
。
Ｎ
Ｙ
市

は
ス
タ
ッ
テ
ン
島
チ
ャ
ッ
ク

を
「
ウ
ッ
ド
チ
ャ
ッ
ク
気
象
学

者
」
と
し
て
公
認
し
て
お
り
、

１
９
８
１
年
開
始
以
来
こ
れ
ま

で
の
的
中
率
は
85
％
と
高
い
。

一
方
チ
ャ
ッ
ク
の
ラ
イ
バ
ル

で
、
ス
タ
ッ
テ
ン
島
よ
り
も
歴

史
が
長
い
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州

パ
ン
ク
サ
ト
ー
ニ
ー
の
フ
ィ
ル

の
予
想
は
「
冬
は
ま
だ
６
週
間

続
く
」
だ
っ
た
。
フ
ィ
ル
の
的

中
率
は
３
分
の
１
に
留
ま
っ
て

い
る
。

　

同
儀
式
は
、
２
月
２
日
の
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
降
誕
40
日
後

を
記
念
す
る
聖
燭
祭
が
ル
ー
ツ

と
な
っ
て
い
る
。
か
つ
て
キ
リ

ス
ト
教
信
者
た
ち
は
聖
燭
祭
に

は
、
教
会
に
キ
ャ
ン
ド
ル
を
持

っ
て
い
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
後

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
こ
の
日
が

晴
天
で
あ
れ
ば
「
冬
は
長
い
」

と
い
う
迷
信
が
広
が
り
、
そ
の

占
い
に
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
を
使
っ
て

い
た
。
こ
の
ド
イ
ツ
民
話
が

１
３
２
年
ほ
ど
前
に
ペ
ン
シ
ル

ベ
ニ
ア
州
西
部
に
伝
わ
り
、
新

天
地
で
は
野
生
の
ハ
リ
ネ
ズ
ミ

は
い
な
か
っ
た
た
め
ウ
ッ
ド
チ

ャ
ッ
ク
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
。
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ

か
ら
北
東
に
90
分
か
か
る
小
さ

な
町
パ
ン
ク
サ
ト
ー
ニ
ー
に

は
、
毎
年
４
万
人
以
上
が
フ
ィ

ル
の
予
報
を
見
に
訪
れ
て
い

る
。 スタッテン島チャック

今年の
春訪れの予想は？

http://newyork-apartment-realestate.com
https://giip-global.com/ja/
https://hinomaru-limo.com/
https://slide-method.com/welcome/
https://www.govisland.com/things-to-do/events/governors-island-winter-ice-sculpture-show
https://shopnyseikatsu.com
https://www.timessquarenyc.org/things-to-do/love-in-times-square
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元
タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
、
ブ

ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
女
優
、
懐
か

し
い
和
風
中
華Saburi

の
オ

ー
ナ
ー
、
加
茂
う
ら
ら(M

ika 
Saburi)

が
約
10
年
振
り
に
Ｎ

Ｙ
に
戻
っ
て
き
た
。「Ulala is 

Back! Happy Chinese New 
Year& Valentines Day

」
と

題
し
た
ラ
イ
ブ
が
２
月
23
日

（
日
）
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま

で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

（
西
45
丁
目
49
番
地
５
階
）
で

開
催
さ
れ
る
。「
皆
さ
ま
の
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
て

歌
や
踊
り
を
披
露
し
、
右
脳
と

左
脳
を
統
合
す
る
ブ
レ
イ
ン
ジ

ム
を
、
ご
体
験
頂
き
ま
す
」
と

Ｎ
Ｙ
芸
能
活
動
復
帰
の
抱
負

を
語
る
。
ま
た
当
日
は
、
懐

か
し
の
和
風
中
華
の
味
を
思

い
出
さ
せ
る
サ
イ
シ
ェ
フ
の

特
製
飲
茶
セ
ッ
ト
を
提
供
す

る
。
入
場
料
40
ド
ル
。
申
し
込

み:playwithsaburin@gmail.
com

　

新
し
い
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ

ー
ア
ー
ト
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

GOCA by Garde (

西
23
丁
目

５
１
５
番
地)

が
１
月
30
日
に

チ
ェ
ル
シ
ー
地
区
の
ハ
イ
ラ

イ
ン
の
真
下
に
オ
ー
プ
ン
し

た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
展
は
、
現

代
日
本
の
ネ
オ
ポ
ッ
プ
ジ
ャ
ン

ル
を
牽
引
す
る
若
手
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
一
人
で
あ
る
奥
田
雄
太

に
よ
る
最
新
シ
リ
ー
ズ
「
花
」、

英
語
タ
イ
ト
ル
「KAN-SHA 

BOUQUETS!

」。
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
同
日
午
後
６

時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
開
催
さ

れ
た
。
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
イ

ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
や
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
ト
ー
タ
ル
サ

ー
ビ
ス
を
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
す

る
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
が
、
創
業
40
周

年
を
記
念
し
、
初
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
開
業
し
た

も
の
。
今
後
、 

2
万
4
０
０
０

平
方
フ
ィ
ー
ト
の
ス
ペ
ー
ス
に

こ
れ
ま
で
米
国
で
紹
介
さ
れ
て

い
な
い
日
本
や
ア
ジ
ア
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
を
中
心
に
、
絵
画
、

彫
刻
、
陶
芸
な
ど
多
彩
な
作
品

を
展
示
予
定
。
来
米
し
た
Ｇ
Ａ

Ｒ
Ｄ
Ｅ
の
室
賢
治
社
長
は
「
ア

ジ
ア
の
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

世
界
に
対
す
る
出
口
み
た
い
な

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
し
た
い
。
こ
こ

を
起
点
に
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍

で
き
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
世
界

に
紹
介
し
た
い
」
と
語
る
。
奥

田
は
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
時
に

一
度
Ｎ
Ｙ
で
個
展
を
し
た
こ
と

が
あ
る
が
、
人
が
出
歩
か
な
い

時
期
だ
っ
た
た
め
、
作
品
を
見

て
も
ら
え
る
機
会
が
少
な
か
っ

た
。
今
回
は
と
に
か
く
見
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
感
謝
の
気
持

ち
で
花
束
を
テ
ー
マ
に
作
品
を

作
っ
た
。
無
く
な
っ
た
も
の
を

カ
ウ
ン
ト
す
る
よ
り
、
今
あ
る

も
の
に
感
謝
し
た
い
。
自
分
が

前
を
向
く
と
後
ろ
を
見
て
い
る

人
が
よ
り
見
え
て
く
る
ん
で

す
」
と
話
し
た
。　

　（
三
浦
）

奥田雄太「感謝の花束」
GOCA by Garde ギャラリー

チェルシーでオープニング展

　

昨
秋
、
Ｎ
Ｙ
で
ス
タ
ン
ド
ア

ッ
プ
・
コ
メ
デ
ィ
ー
シ
ョ
ー
を

行
っ
た
緒
方
篤
＝
写
真
＝
が
、

再
び
米
国
内
外
の
コ
メ
デ
ィ
ア

ン
仲
間
を
集
め
た
コ
メ
デ
ィ
ー

シ
ョ
ー
「World Comedy In 

NYC

」
を
、
27
日
（
木
）
午
後

７
時
30
分
か
ら
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ

ー
・
コ
メ
デ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ
（
西

53
丁
目
３
１
８
番
地
１
階
レ
ッ

ド
ル
ー
ム
）
で
開
催
す
る
。

　

日
本
生
ま
れ
、
海
外
育
ち
の

緒
方
篤
は
、
映
像
作
家
、
映
画

監
督
や
俳
優
を
手
掛
け
る
な

か
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
で
現
地

の
店
員
な
ど
に
人
違
い
さ
れ

る
「
国
際
版
寅
さ
ん
」
の
よ
う

な
キ
ャ
ラ
。
今
回
の
シ
ョ
ー
で

は
緒
方
自
身
が
司
会
も
務
め

る
。
本
人
の
ネ
タ
と
し
て
は
、

ド
イ
ツ
や
オ
ラ
ン
ダ
で
の
人
違

い
の
珍
事
件
や
、
異
国
人
で
あ

る
せ
い
か
変
わ
っ
た
役
柄
に
配

役
さ
れ
た
経
験
、
こ
の
冬
日
本

に
帰
国
し
た
際
の
飛
行
機
の
遅

延
事
件
な
ど
。　

入
場
料
は
25

ド
ル
（
チ
ケ
ッ
ト
割
引
コ
ー

ド
はOGATA

）。
チ
ケ
ッ
ト
・

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トwww.

broadwaycomedyclub.
com

/shows/world-
comedy-in-nyc/ 

を
参
照
。

コ
メ
デ
ィ
ア
ン
・
緒
方
篤

ラ
イ
ブ
の
コ
メ
デ
ィ
ー
シ
ョ
ー

加
茂
う
ら
ら
が
ラ
イ
ブ

23
日
に
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
で

作
品
の
前
に
立
つ
奥
田
（
右
）
と
室
社
長

https://www.nipponclub.org/
https://japanvillage.com/
https://www.sakagura.com/eastvillage
https://e-kaigo.net/
tel:2122136069
https://www.takesushi.us/
https://qbhouseusa.com/
mailto:meiseimotors@aol.com
www.broadwaycomedyclub.com/shows/world-comedy-in-nyc/
mailto:playwithsaburin@gmail.com
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Ｎ
Ｙ
日
本
商
工
会
議
所
事
務

局
（
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
）
は
毎
年
恒
例

の
新
春
討
論
会
を
1
月
31
日
、

午
後
日
本
ク
ラ
ブ
の
ロ
ー
ズ
ル

ー
ム
に
て
開
催
し
た
。
第
２
次

ト
ラ
ン
プ
政
権
（
ト
ラ
ン
プ

２
・
０
）
発
足
に
よ
り
、
対
中

強
硬
姿
勢
が
さ
ら
に
強
ま
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
中
、
政
治
・

経
済
・
市
場
に
精
通
す
る
各
界

を
代
表
す
る
パ
ネ
リ
ス
ト
が
日

本
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
日
米

両
方
の
側
面
か
ら
語
っ
た
。
パ

ネ
リ
ス
ト
は
ノ
ム
ラ
・
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
ズ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
の
雨
宮
愛
知
氏
、
ジ
ョ

ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
エ
ド

ウ
ィ
ン
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
東
ア

ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
学
部
長
の

ケ
ン
ト
・
カ
ル
ダ
ー
氏
、
元
Ｓ

＆
Ｐ
グ
ロ
ー
バ
ル
副
会
長
ポ
ー

ル
・
シ
ェ
ア
ー
ド 

氏
、
ワ
シ

ン
ト
ン
・
ウ
ォ
ッ
チ
誌 

編
集

長
・
山
崎 

一
民
氏
。
モ
デ
レ

ー
タ
ー
は
日
経
ア
メ
リ
カ
社 

・

社
長
小
森
敬
介
氏
が
務
め
た
。

　

今
年
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
ま
ず

４
氏
に
聞
い
た
。雨
宮
氏
は「
ニ

ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
と
税
」
と
書
い

た
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
リ
セ
ッ

ト
さ
れ
た
経
済
が
、
今
、
米
国

の
高
金
利
、
高
成
長
の
改
革
が

起
こ
っ
て
い
る
中
で
、
ト
ラ
ン

プ
法
人
減
税
と
一
方
で
関
税
と

い
う
米
国
民
に
と
っ
て
は
増
税

に
も
つ
な
が
る
税
制
が
キ
ー
ワ

ー
ド
と
し
た
。
カ
ル
ダ
ー
氏
は

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
書
き
、
今

後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
注
目

し
た
い
と
述
べ
た
。
シ
ェ
ア
ー

ド
氏
は
「
ア
メ
リ
カ
経
済
の
強

さ
」
を
挙
げ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
か

ら
５
年
経
ち
、
日
本
、
ド
イ
ツ

を
し
の
ぐ
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
伸
び
を
示

し
、
世
界
通
貨
の
中
で
ド
ル
が

強
く
、
ア
メ
リ
カ
の
株
式
は
Ｉ

Ｔ
分
野
で
一
人
勝
ち
し
て
い
る

と
述
べ
た
。
分
か
り
や
す
か
っ

た
の
は
山
崎
氏
が
「
ト
ラ
ン
プ

劇
場
」
と
書
い
た
こ
と
。

　

一
期
目
の
閣
僚
人
事
で
苦
労

し
た
ト
ラ
ン
プ
氏
が
忠
誠
心
を

重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
今

回
の
主
要
閣
僚
人
事
を
進
め
て

Ｎ
Ｙ
日
商
新
春
討
論
会

ト
ラ
ン
プ
２
・
０
の
影
響

　

中
国
の
生
成
Ａ

Ｉ DeepSeek

が

先
週
、OpenAI

の

ChatGPT

を
抜
い

て
無
料
ア
プ
リ
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
数
第
1
位

と
な
り
、
そ

の
影
響
で

ChatGPT

の
心
臓
部

を
つ
か
さ

ど
る
チ
ッ
プ
の
製
造

元
、NVIDIA

の
株
価

が
17
％
も
下
落
、
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
株
全
体
で

１
兆
ド
ル
分
の
価
値
が

消
滅
す
る
騒
ぎ
に
ま
で

発
展
し
た
。
彗
星
の
ご

と
く
登
場
し
た
中
国
の

新
興
企
業
に
よ
る
同
発

表
は
全
く
想
定
外
の
出

来
事
で
あ
り
、
そ
れ
か

ら
数
日
が
経
過
し
た
現

在
で
も
、
衝
撃
の
余
波

が
続
い
て
い
る
。
同

社
に
よ
れ
ば
、
発
表

さ
れ
た
2
つ
の
モ
デ

ル
、DeepSeek-V3

とDeepSeek-R1

は
、

OpenAI

やMeta

の
最
先
端

モ
デ
ル
と
同
等
の
品
質
を
低
コ

ス
ト
で
提
供
す
る
こ
と
が
可
能

で
、
例
え
ばDeepSeek-R1

に
関
し
て
言
え
ば
、
タ
ス
ク
に

も
よ
る
が
、OpenAI o1

モ
デ

ル
よ
り
も
20
〜
50
倍
安
く
使
用

で
き
る
と
の
事
だ
。
発
表
の
内

容
が
正
し
け
れ
ば
、
Ａ
Ｉ
黎
明

期
と
言
え
る
今
の
段
階
で
、
大

き
な
価
格
破
壊
が
起
き
て
し
ま

っ
た
こ
と
に
な
る
。
新
し
い
技

術
の
開
発
に
は
当
初
、
多
額
の

コ
ス
ト
が
生
じ
る
。
技
術
の
汎

用
性
を
高
め
る
こ
と
で
、
そ
れ

ら
を
長
期
的
に
回
収
し
て
い
く

の
が
通
常
の
パ
タ
ー
ン
な
の
だ

ろ
う
が
、
こ
の
段
階
で
業
界
全

体
が
価
格
競
争
に
走
る
こ
と
に

な
れ
ば
、
技
術
の
健
全
な
発
展

の
妨
げ
に
は
な
ら
な
い
か
、
と

い
う
懸
念
が
発
生
す
る
。

ま
た
、
中
国
政
府
が
同
国

の
国
内
企
業
に
収
集
し
た

デ
ー
タ
を
共
有
す
る
こ
と

を
義
務
付
け
て
い
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
国
家
安
全

保
障
上
の
問
題
に
も
抵
触

し
、
今
後
、
技
術
、
経
済
、

政
治
を
巻
き
込
ん
だ
多
角

的
な
議
論
へ
発
展
し
て
い

く
だ
ろ
う
。
具
体
的
に
は

TikTok

と
同
じ
よ
う
に

DeepSeek

を
法
的
に
禁

止
す
る
取
り
組
み
が
続
く

可
能
性
が
あ
る
一
方
で
、

米
中
間
に
よ
る
情
報
戦
や

経
済
的
な
取
引
の
ツ
ー
ル

と
し
て
利
用
さ
れ
る
か
も

知
れ
な
い
。「
主
役
」
と

な
っ
て
い
る
米
国
や
中
国

以
外
の
国
は
、
こ
の
流
れ

に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
？

い
ず
れ
か
の
国
に
追

従
し
て
発
展
す
る
道

を
選
ぶ
の
か
、
あ
る
い
は

新
た
な
技
術
を
開
発
し
て

バ
ト
ル
ロ
イ
ヤ
ル
に
参
戦

す
る
の
か
。
５
年
後
、
10

年
後
に
は
、
世
の
中
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
？
（
え
が
わ
・
な
か
ば

／
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
・

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

 江川央の DIGITAL 最前線
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米中のAI戦争が勃発か？

　

ト
ラ
ン
プ
新
政
権
が
発
足

し
、
即
座
に
大
統
領
令
な
ど
に

よ
る
政
策
変
更
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
で

も
不
法
移
民
の
摘
発
が
始
ま
っ

た
が
、
当
初
は
凶
悪
犯
や
累
犯

者
の
拘
束
が
中
心
で
あ
り
、
大

き
な
混
乱
は
避
け
ら
れ
て
い

る
。当
面
の
課
題
は
対
カ
ナ
ダ
、

メ
キ
シ
コ
の
関
税
問
題
だ
が
、

一
気
に
大
統
領
令
に
署
名
し
た

り
、
一
か
月
延
期
し
た
り
と
、

や
り
た
い
放
題
で
あ
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
混
乱
の
程
度
は
予
想
を

や
や
上
回
っ
て
い
る
が
、
社
会

経
済
が
動
揺
す
る
ま
で
に
は
至

っ
て
い
な
い
。

　

そ
ん
な
中
で
、
日
本
の
石
破

総
理
が
来
米
す
る
形
で
日
米
首

脳
会
談
が
セ
ッ
ト
さ
れ
た
。
特

に
具
体
的
な
課
題
も
な
い
中
で

は
、
焦
っ
て
会
っ
て
も
石
破
氏

と
し
て
は
墓
穴
を
掘
る
だ
け
と

い
う
考
え
方
も
成
り
立
つ
。
け

れ
ど
も
、
ト
ラ
ン
プ
氏
に
会
い

た
く
て
も
会
え
な
い
と
い
う
状

態
が
続
く
と
、
日
本
国
民
の
不

安
感
が
膨
張
し
て
、
そ
の
矛
先

は
石
破
氏
へ
と
向
か
っ
て
し
ま

う
。
参
院
選
以
降
の
政
権
維
持

に
希
望
を
捨
て
て
い
な
い
石
破

氏
と
し
て
は
「
会
わ
な
い
」
と

い
う
選
択
は
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

　

で
は
、
会
っ
て
何
を
話
す
か

だ
が
、
相
互
の
事
務
方
の
折
衝

は
既
に
動
い
て
お
り
「
日
米
同

盟
を
強
化
す
る
」
と
い
う
方
向

で
作
業
が
進
ん
で
い
る
と
い

う
。
別
に
何
か
問
題
を
持
ち
出

し
て
「
事
を
荒
立
て
る
」
必
要

は
な
い
し
、
米
国
で
は
多
く
の

他
の
ニ
ュ
ー
ス
に
埋
も
れ
て
も

構
わ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ

う
。
日
本
向
け
に
「
石
破
氏
が

ト
ラ
ン
プ
氏
と
会
っ
て
、
日
米

関
係
は
安
泰
だ
」
と
い
う
報
道

が
流
れ
れ
ば
石
破
氏
と
し
て
は

成
功
と
い
う
計
算
と
も
思
え

る
。

　

け
れ
ど
も
、
こ
う
し
た
姿
勢

は
危
険
で
あ
る
と
思
う
。
何
よ

り
も
ト
ラ
ン
プ
氏
と
そ
の
支
持

層
と
い
う
の
は
、「
無
難
」
と

か
「
現
状
維
持
」
を
嫌
う
。
表

情
の
見
え
に
く
い
日
本
人
の
態

度
に
は
80
年
代
以
来
反
感
を
持

っ
て
い
る
危
険
も
あ
り
、
今
回

は
「
無
難
な
共
同
声
明
」
に
付

き
合
っ
て
く
れ
た
と
し
て
も
、

心
の
奥
に
は「
ち
ゃ
ぶ
台
返
し
」

へ
の
誘
惑
の
種
を
抱
え
る
可
能

性
も
あ
る
。

　

何
よ
り
も
、
そ
ん
な
姿
勢
で

は
国
家
と
し
て
の
威
信
も
何
も

あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
故
安

倍
晋
三
氏
が
ど
う
し
て
ト
ラ
ン

プ
氏
と
ウ
マ
が
合
っ
た
の
か
と

言
う
と
、
イ
ン
テ
リ
で
は
「
な

い
」
匂
い
や
リ
ベ
ラ
ル
派
を
敵

に
回
し
て
い
る
と
い
う
共
通
点

だ
け
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
安
倍
氏
が
日
本
の
国
益
と

い
う
意
味
で
は
一
歩
も
譲
ら
な

か
っ
た
中
で
、
丁
々
発
止
の
対

決
を
通
じ
て
相
互
に
リ
ス
ペ
ク

ト
を
感
じ
た
の
で
は
な
い
か
。

ト
ラ
ン
プ
氏
と
は
そ
の
よ
う
な

人
物
で
あ
り
、
反
対
に
、
最
初

か
ら
「
無
難
な
現
状
維
持
」
を

「
懇
願
」
す
る
よ
う
な
姿
勢
を

見
せ
れ
ば
破
滅
す
る
ま
で
追
い

込
ま
れ
る
危
険
も
あ
る
。

　

石
破
氏
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の

年
内
来
日
を
招
聘
す
る
と
い

う
。
来
日
時
ま
で
の
総
理
交
代

を
防
ぐ
と
い
う
姑
息
さ
、
そ
し

て
関
係
が
良
好
だ
と
い
う
ア
ピ

ー
ル
を
狙
っ
て
い
る
の
は
明
ら

か
で
、
こ
れ
も
ト
ラ
ン
プ
氏
に

「
弱
み
」
を
見
せ
て
い
る
よ
う

で
危
険
性
を
否
定
で
き
な
い
。

そ
れ
よ
り
も
何
よ
り
も
、
石
破

氏
と
し
て
は
、
日
本
と
い
う
国

家
の
威
信
を
示
し
、
今
後
の
日

米
関
係
に
懸
念
を
残
さ
な
い
こ

と
が
何
よ
り
も
大
切
だ
。
２
点

提
案
し
た
い
。

　

１
つ
は
、
ト
ラ
ン
プ
内
閣
の

情
報
長
官
に
つ
い
て
だ
。
ト
リ

シ
・
ギ
ャ
バ
ー
ド
元
下
院
議
員

がCIA

、NSA

、
各
軍
の
情
報

局
を
束
ね
る
情
報
長
官
に
就
任

の
見
込
み
だ
が
、
彼
女
は
「
日

本
の
軍
事
大
国
化
は
中
国
と
の

緊
張
を
激
化
す
る
」
と
い
う
意

味
不
明
の
反
日
言
動
を
繰
り
返

し
て
い
る
。
こ
れ
は
放
置
で
き

な
い
。
そ
こ
で
、
初
回
の
日
本

で
の
「
２
＋
２
」
協
議
の
際
に

彼
女
に
来
て
も
ら
い
、
自
衛
隊

が
い
か
に
米
軍
と
緊
密
に
活
動

し
て
い
る
か
、
ま
た
防
衛
費
の

増
額
は
そ
の
ま
ま
米
国
の
負
担

減
と
相
殺
さ
れ
て
抑
止
力
を
維

持
す
る
目
的
だ
と
理
解
し
て
も

ら
う
、
こ
れ
を
大
統
領
に
確
約

し
て
も
ら
う
べ
き
だ
。

　

も
う
１
つ
は
、
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
を
ト
ヨ
タ
の
ケ
ン
タ
ッ
キ

ー
工
場
に
招
待
し
て
視
察
し
て

も
ら
う
こ
と
だ
。
日
本
が
高
級

車
の
高
度
な
艤
装
組
み
立
て
技

術
な
ど
も
オ
ー
プ
ン
に
移
転

し
、
何
よ
り
も
巨
大
な
米
国
雇

用
、
米
国
経
済
に
貢
献
し
て
い

る
姿
を
感
じ
て
も
ら
う
の
だ
。

日
本
の
自
動
車
産
業
は
米
国
経

済
の
脅
威
と
は
正
反
対
だ
と
い

う
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
て
も

ト
ラ
ン
プ
政
権
と
日
本
、
国
の
威
信
で
譲
歩
す
る
な

ら
い
、
そ
の
上
で
、
改
め
て
追

加
の
対
米
投
資
な
ど
の
「
お
土

産
」
は
、そ
こ
で
渡
せ
ば
い
い
。

　

ギ
ャ
バ
ー
ド
氏
な
ど
は
、
仮

に
日
本
に
国
力
が
あ
れ
ば
内
政

干
渉
も
辞
さ
ず
に
批
判
し
て
も

い
い
が
、
そ
ん
な
力
は
今
の
日

本
に
は
な
い
。
で
あ
れ
ば
、
受

け
入
れ
た
う
え
で
無
害
な
存
在

に
変
わ
っ
て
も
ら
う
し
か
な

い
。
通
商
摩
擦
も
標
的
に
な
る

の
を
避
け
る
に
は
追
加
の
投
資

や
雇
用
創
出
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
に
か

く
、
こ
の
２
つ
を
胸
を
張
っ
て

や
れ
ば
、ト
ラ
ン
プ
氏
に
も「
顔

の
見
え
る
」
交
渉
相
手
と
認
識

さ
れ
る
し
、
何
よ
り
も
日
本
の

世
論
の
懸
念
は
落
ち
着
く
の
で

は
な
い
か
。

（
れ
い
ぜ
い
・
あ
き
ひ
こ
／
作

家
・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
在
住
）

い
る
こ
と
は
、
中
途
半
端
な
ト

ラ
ン
プ
流
の
知
性
に
よ
る
４
年

間
が
今
後
続
き
、
関
税
を
外
交

手
段
と
し
て
使
う
と
予
想
し

た
。

　

ま
た
今
回
の
大
統
領
選
で
の

勝
因
は
、
米
国
民
の
リ
ベ
ラ
ル

疲
れ
、
白
人
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

に
な
る
こ
と
に
対
す
る
恐
怖
感

な
ど
も
影
響
し
た
と
い
う
意
見

が
出
さ
れ
た
ほ
か
、
就
任
10
日

間
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、

1
日
で
終
わ
ら
せ
る
と
豪
語
し

て
い
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
つ

い
て
は
大
き
な
成
果
が
出
て
い

な
い
こ
と
。

　

逆
に
や
っ
た
こ
と
は
積
極
的

に
大
統
領
令
を
出
し
て
改
革
に

乗
り
出
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が

指
摘
さ
れ
た
が
、
グ
リ
ー
ン
ラ

ン
ド
、
パ
ナ
マ
な
ど
に
対
す
る

脅
し
と
も
取
れ
る
圧
力
に
つ
い

て
は
「
文
字
通
り
に
は
な
ら
な

い
だ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
」（
カ
ル

ダ
ー
談
）
な
ど
と
語
っ
た
。

　

米
国
の
ニ
ュ
ー
ス
会
社
ア
ク

シ
オ
ス
が
、
米
国
国
勢
調
査
局

と
Ｉ
Ｐ
Ｕ
Ｍ
Ｓ
デ
ー
タ
会
社
の

統
計
を
基
に
1
月
31
日
に
掲
載

し
た
記
事
に
よ
る
と
、
１
月
29

日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
郊
外
で
起
き

た
空
中
衝
突
事
故
の
原
因
は
航

空
管
制
に
お
け
る
Ｄ
Ｅ
Ｉ
（
多

様
性
・
公
平
性
・
包
括
性
）
に

あ
る
と
非
難
し
た
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
に
対
し
、
デ
ー
タ
は
異
な

る
実
態
を
示
し
て
い
る
と
し
て

い
る
。
統
計
に
よ
る
と
、
航
空

管
制
官
と
飛
行
場
運
用
の
専
門

職
員
は
主
に
白
人
男
性
（
78
％

が
男
性
、
22
％
が
女
性
で
、
う

ち
71
％
は
非
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系

白
人
）
で
あ
る
と
指
摘
。
さ
ら

に
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
や
オ
バ

マ
大
統
領
を
含
む
民
主
党
を
非

難
し
、
事
故
は
人
種
、
性
別
、

そ
の
他
の
多
様
性
を
連
邦
政
府

の
労
働
力
の
質
の
低
さ
も
原
因

だ
と
し
た
。
し
か
し
墜
落
の
原

因
は
ま
だ
特
定
さ
れ
て
お
ら

ず
、ア
メ
リ
カ
連
邦
航
空
局（
Ｆ

Ａ
Ａ
）
の
採
用
方
針
が
航
空
安

全
の
低
下
に
つ
な
が
っ
た
と
い

う
証
拠
は
な
い
と
の
統
計
を
示

し
て
反
論
し
て
い
る
。

空
中
衝
突
で
の
ト
ラ
ン
プ
発
言

管
制
塔
批
判
に
根
拠
な
し

http://goldsteinvisa.com
https://www.maxjob.com/
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org%E2%96%A0NY%E6%97%A5%E6%9C%AC%E4%BA%BA%E6%95%99
http://www.Jhelp.com
http://www.egawanakaba.com


（5）　　 ［社　会］ 2025年（令和 7年）2月 8日（土）
　

海
外
在
留
邦
人
総
数
は

１
２
９
万
３
０
９
７
人
で
、
前

年
（
１
２
９
万
３
５
６
５
人
）

と
ほ
ぼ
同
数
と
な
っ
た
（
１
面

に
関
連
記
事
）。
地
域
別
で
は
、

「
北
米
」
が
海
外
在
留
邦
人
全

体
の
37
・
9
％
（
49
万
６
８
１

人
）
を
占
め
、
昭
和
60
年

（
１
９
８
５
年
）
以
降
一
貫
し

て
首
位
を
維
持
し
て
い
る
。
次

い
で
、「
ア
ジ
ア
」（
26
・
9
％
、

34
万
７
９
７
５
人
）、「
西
欧
」

（
16
・
7
％
、21
万
５
６
３
２
人
）

の
順
と
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
ら

３
地
域
で
全
体
の
約
82
％
を
占

め
て
い
る
。

ニューヨーク歴史研究会通信
■ 第110回例会/令和7年2月例会のお知らせ  
開催日： 令和7年2月20日(木曜日)   
会　場： 日系人会ホール
             （49 West 45th Street, 5th Floor,  
 New York, NY 10036）    
演　題： 「宣戦の詔書」にみる天皇の苦衷
 －開戦時の国家意思の表明－    
開　場： 17:45（軽飲食あり） 
時　間： 18:15 ～20:30（途中休憩を含む） 
講　師： 高崎康裕（会長）    
会　費： 一般会費30ドル（会員20ドル）
 初回参加無料 
参加申込： Eメール rekishikenkyuny@gmail.com 
 研究会事務局 
今年が日本にとって「戦後80年」の節目の年に当たる
ことから、先月の「終戦の詔勅」の解説に続いて、今
月は「宣戦の詔書」について学ぶ。 
敗戦後の日本では、満州事変以降の日本側の時局認識
は、軍国主義という一言の下で否定され、現在の高校
歴史教育の中でも「何故日本が開戦に踏み切らざるを
えなったか」について触れられることは殆どない。 
「宣戦の詔書」には、当時の時局認識を含め、開戦に
至る迄の日本の事情が詳しく説明されている。 
今改めてその内容を読みながら、開戦時の日本の国家
意思がどのようなものであったのかを考える。

ニューヨーク歴史研究会 
since 2011
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国
（
地
域
）
別
で
は
、「
米

国
」
に
海
外
在
留
邦
人
全
体

の
32
％
（
41
万
３
３
８
０
人
）

で
、
内
訳
は
長
期
滞
在
者
が

18
万
３
０
０
２
人
、（
全
体
の

44
・
３
％
で
１
・
８
％
減
少
）、

永
住
者
は
23
万
３
７
８
人

（
55
・
７
％
、
１
％
減
）。
成
人

数
は
33
万
９
７
３
４
人
。「
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」
に
8
・
1
％

（
10
万
４
１
４
１
人
）、「
中
国
」

に
7
・
5
％
（
9
万
７
５
３
８

人
）
が
そ
れ
ぞ
れ
在
留
し
て
い

て
、
こ
れ
ら
３
か
国
で
全
体
の

約
48
％
を
占
め
て
い
る
。

　

４
位
以
降
は
、「
カ
ナ

ダ
」（
6
％
、
7
万
７
２
９
４

人
）、「
タ
イ
」（

5
・

4

％
、
7
万
４
２
１
人
）、「
英

国
」（
5
％
、
6
万
４
０
６
６

人
）、「
ブ
ラ
ジ
ル
」（
3
・

6
％
、
4
万
６
５
７
７
人
）、

「
ド
イ
ツ
」（
3
・
4
％
、

4
万
３
５
１
３
人
）、「
韓
国
」

（
3
・
3
％
，
4
万
３
０
６
４

人
）、「
フ
ラ
ン
ス
」（
2
・
9

％
，
3
万
７
０
６
５
人
）
の
順

と
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
ら
10
か

国
で
全
体
の
約
77
％
を
占
め
て

い
る
。

　

都
市
別
で
は
、「
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
都
市
圏
」
に
海
外

在
留
邦
人
全
体
の
4
・
9

％
（
6
万
３
５
０
８
人
）、

「
バ
ン
コ
ク
」
に
3
・
9
％

（
5
万
１
４
６
人
）、「
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
都
市
圏
」
に
2
・
9
％

（
3
万
７
３
４
５
人
）、「
上
海
」

に
2
・
7
％
（
3
万
４
６
８
１

人
）、「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
」
に

2
・
5
％
（
3
万
２
５
６
５
人
）

が
そ
れ
ぞ
れ
在
留
し
て
い
て
、

こ
れ
ら
５
都
市
（
圏
）
で
世
界

全
体
の
在
留
邦
人
数
の
約
17
％

を
占
め
て
い
る
。

海
外
在
留
邦
人
数

世
界
で
約
１
２
９
万
人

　

米
国
教
育
省
国
立
教
育
統
計

セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
）
は
１

月
29
日
、
全
米
学
力
調
査
（
Ｎ

Ａ
Ｅ
Ｐ
）
試
験
の
結
果
「
ネ
イ

シ
ョ
ン
ズ
・
レ
ポ
ー
ト
・
カ
ー

ド
」
を
公
表
し
、
Ｎ
Ｙ
市
内
の

生
徒
の
学
力
は
、
Ｎ
Ｙ
州
は
米

国
内
で
最
も
高
い
教
育
費
を
投

じ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
向

上
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
。

　

同
調
査
は
、
全
国
、
州
、
地

域
の
各
自
治
体
が
験
結
果
を
参

考
に
教
育
の
改
善
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
１
９
６
９
年
に
始
ま

り
、
２
０
２
４
年
度
は
１
〜
３

月
、
数
学
と
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
試

験
が
４
年
生
と
８
年
生
を
対
象

に
行
わ
れ
た
。
Ｎ
Ｙ
市
で
は
、

成
績
が
「
優
秀
」
と
認
め
ら
れ

た
の
は
、
４
年
生
は
数
学
で
は

33
％
、リ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
28
％
、

８
年
生
の
数
学
は
23
％
、
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
は
29
％
で
、
い
ず
れ

も
全
国
平
均
（
39
％
）、
Ｎ
Ｙ

州
平
均
（
37
％
）
と
比
較
し
て

劣
っ
て
い
る
。
ま
た
人
種
別
で

は
、４
年
生
の
数
学
の
「
優
秀
」

率
は
白
人
は
53
％
、
ア
ジ
ア
系

58
％
と
全
国
平
均
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
る
一
方
、
黒
人
と
ヒ

ス
パ
ニ
ッ
ク
系
は
わ
ず
か
16
％

だ
っ
た
。

　

Ｎ
Ｙ
州
の
23
〜
24
年
度
の
教

育
費
は
、
生
徒
１
人
当
た
り
平

均
２
万
１
１
１
２
ド
ル
、
最
高

は
６
万
ド
ル
で
、
全
学
区
に

８
９
０
億
ド
ル
を
投
じ
て
い

る
。
Ｎ
Ｙ
市
教
育
局
報
道
官
の

チ
ャ
ン
・
タ
ル
氏
は
同
結
果
は

「
こ
れ
ま
で
に
な
い
挑
戦
の
結

果
、
改
善
の
証
」
と
し
「
成
績

は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
数
値
に

回
復
し
て
い
る
。
努
力
し
て
い

る
学
生
、
家
族
、
教
育
者
た
ち

を
称
え
る
」
と
話
し
て
い
る
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
19
年
の
４

年
生
の
数
学
の
結
果
は
、
今
回

よ
り
も
さ
ら
に
低
い
32
％
だ
っ

た
。

Ｎ
Ｙ
市
生
徒
の
成
績
振
る
わ
ず

全
米
学
力
調
査
テ
ス
ト
結
果

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
は
５
日
、
上
野
佐
有
氏
（
現

日
本
ク
ラ
ブ
会
長
、
前
Ｊ
Ｃ
Ｃ

フ
ァ
ン
ド
会
長
、
元
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
商
工
会
議
所
会
頭
、
現

米
国
三
井
物
産
株
式
会
社
社

長
）
＝
写
真
＝
へ
の
在
外
公

館
長
表
彰
式
を
森
美
樹
夫
大

使
公
邸
で
行
っ
た
。
上
野
氏

は
、
２
０
２
０
年
３
月
に
米
国

三
井
物
産
株
式
会
社
社
長
と
し

て
当
地
に
着
任
し
て
以
降
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
商
工
会
議

所
、
Ｊ
Ｃ
Ｃ
フ
ァ
ン
ド
、
日
本

ク
ラ
ブ
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

お
け
る
日
本
企
業
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
代
表
す
る
立
場
を
歴

任
し
た
。
２
０
２
２
年
8
月
に

は
、
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
会
頭
と
し
て
、

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
・
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
長
と
面
会
し
、
当

地
日
系
企
業
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
活
動
実
績
を
説
明
す
る

な
ど
、
率
先
し
て
日
系
社
会
の

プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
に
努
め
た
。　

ま
た
、
日
本
ク
ラ
ブ
と
し
て
コ

ロ
ナ
禍
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お

い
て
、
そ
の
治
療
に
取
り
組
む

医
療
関
係
者
に
対
す
る
日
本
食

の
お
弁
当
を
提
供
す
る
事
業
を

通
じ
た
活
動
支
援
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
歴
史

評
議
会
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
フ

ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
、
ジ
ャ
パ

ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
な
ど
ボ
ー

ド
・
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
文
化
的
・
学
術
的
交
流

を
促
進
し
、
Ｎ
Ｙ
の
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
日
系
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
双
方
に
貢
献
し
た
。

上
野
氏
に
在
外
公
館
長
表
彰

Ｎ
Ｙ
日
商
会
頭
な
ど
歴
任

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
3
日
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿
を
通
じ
て
、
メ
キ

シ
コ
と
カ
ナ
ダ
に
対
す
る
25
％

の
追
加
関
税
の
適
用
を
1
か
月

間
、
一
時
停
止
す
る
と
明
ら
か

に
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
2
月

1
日
、
カ
ナ
ダ
と
メ
キ
シ
コ
に

対
し
て
25
％
、
中
国
に
対
し
て

10
％
の
追
加
関
税
の
適
用
を
2

月
4
日
に
開
始
す
る
大
統
領
令

を
発
令
し
て
い
た
。
い
ず
れ
も

既
存
の
関
税
率
に
上
乗
せ
す
る

も
の
で
、
３
か
国
は
そ
れ
ぞ
れ

反
発
す
る
声
明
を
発
表
。
当
初

カ
ナ
ダ
と
メ
キ
シ
コ
は
米
国
製

品
の
輸
入
に
対
し
て
報
復
関
税

を
課
す
と
発
表
、
中
国
は
Ｗ
Ｔ

Ｏ
（
世
界
貿
易
機
関
）
に
提
訴

す
る
と
と
も
に
、
相
応
の
報
復

措
置
を
取
る
と
表
明
し
て
い

た
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
前
日
、

自
身
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ト
ゥ
ル
ー
ス
・

ソ
ー
シ
ャ
ル
へ
の
投
稿
に
「
こ

れ
は
米
国
の
黄
金
時
代
と
な
る

だ
ろ
う
。
多
少
の
痛
み
は
あ
る

か
？　

あ
る
か
も
し
れ
な
い

（
な
い
か
も
し
れ
な
い
！
）」
と

書
き
込
ん
だ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
上
昇
に
よ
り
庶
民
の
生
活
に

直
結
す
る
ガ
ソ
リ
ン
代
や
暖
房

費
が
上
が
る
こ
と
は
認
め
て
い

る
と
み
ら
れ
、
カ
ナ
ダ
産
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
（
原
油
、
天
然
ガ
ス

な
ど
）
に
対
し
て
は
10
％
の
追

加
関
税
に
留
め
て
い
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
選
挙
戦

の
時
か
ら
、
①
３
か
国
か
ら
の

不
法
移
民
阻
止
②
フ
ェ
ン
タ
ニ

ル
を
は
じ
め
と
す
る
違
法
に
製

造
さ
れ
た
麻
薬
性
鎮
痛
薬
の
米

国
へ
の
流
入
阻
止
③
貿
易
赤
字

解
消
の
た
め
に
追
加
関
税
を
か

け
る
と
主
張
し
て
い
る
。

　

追
加
関
税
は
は
っ
た
り
に
過

ぎ
ず
実
際
に
は
行
わ
な
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
見
方
も
あ
っ

た
が
、
１
日
に
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
が
関
税
を
発
動
す
る
と
表
明

し
た
こ
と
を
受
け
、
週
明
け
３

日
の
東
京
株
式
市
場
は
世
界
経

済
に
対
す
る
先
行
き
不
安
か
ら

ほ
ぼ
全
面
安
の
展
開
と
な
り
、

日
経
平
均
株
価
（
２
２
５
種
）

の
終
値
は
１
０
５
２
円
40
銭
安

の
３
万
８
５
２
０
円
09
銭
だ
っ

た
。
メ
キ
シ
コ
や
カ
ナ
ダ
に
生

産
拠
点
を
置
く
日
本
車
関
連
メ

ー
カ
ー
な
ど
の
株
価
が
軒
並
み

下
落
し
、
ア
ジ
ア
各
国
の
株
式

市
場
で
も
株
価
が
下
落
し
た
。

同
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
市

場
も
ダ
ウ
平
均
株
価
（
30
種
）

が
一
時
、
前
週
末
比
６
０
０
ド

ル
超
下
落
す
る
な
ど
、
世
界
経

済
へ
の
警
戒
感
が
広
が
っ
た
。

　

企
業
の
中
に
は
「
最
悪
を
想

定
し
て
準
備
し
て
も
大
統
領
の

気
持
ち
一
つ
で
政
策
が
大
転
換

す
る
こ
と
か
ら
先
を
見
通
せ
な

い
」
と
い
う
声
も
あ
り
、
不
安

定
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が

メ
キ
シ
コ
の
シ
ェ
イ
ン
バ
ウ
ム

大
統
領
と
は
麻
薬
や
不
法
移
民

の
流
入
を
防
ぐ
た
め
米
国
と
の

国
境
に
１
万
人
の
メ
キ
シ
コ
兵

を
派
遣
す
る
こ
と
で
合
意
し
た

た
が
、
報
道
に
よ
る
と
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
は
メ
キ
シ
コ
の
シ
ェ

イ
ン
バ
ウ
ム
大
統
領
と
の
電
話

会
談
で
「
ど
れ
く
ら
い
延
長
し

て
欲
し
い
か
」
と
聞
い
た
と
こ

ろ「
永
遠
に
延
長
し
て
ほ
し
い
」

と
答
え
た
と
い
う
。

　

追
加
関
税
に
は
業
界
団
体
か

ら
は
批
判
的
な
声
が
強
い
。
全

米
商
工
会
議
所
の
ジ
ョ
ン
・
マ

ー
フ
ィ
ー
上
級
副
会
頭
は
「
大

統
領
が
国
境
の
崩
壊
や
フ
ェ
ン

タ
ニ
ル
の
蔓
延
と
い
っ
た
大
き

な
問
題
に
焦
点
を
当
て
る
の
は

正
し
い
が
、
解
決
に
は
つ
な
が

ら
な
い
。
米
国
の
家
庭
に
と
っ

て
は
物
価
を
押
し
上
げ
る
。
供

給
網
が
混
乱
す
る
だ
け
だ
」
と

述
べ
た
。
全
米
製
造
業
者
協
会

の
ジ
ェ
イ
・
テ
ィ
モ
ン
ズ
会
長

は
「
最
終
的
に
は
製
造
業
者
が

　

石
破
破
首
相
は
６
日
か
ら
８

日
の
日
程
で
米
国
を
訪
問
し
、

７
日
に
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
で
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
と
の
初
の
日
米

首
脳
会
談
に
臨
む
。
首
脳
会
談

に
は
岩
屋
毅
外
相
が
同
行
す

る
。
佳
子
夫
人
は
同
行
せ
ず
、

夫
妻
で
の
行
事
な
ど
は
組
み
込

ま
れ
て
い
な
い
。
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
は
就
任
早
々
で
忙
し
く

「
首
脳
会
談
に
特
化
し
た
極
め

て
実
務
的
な
訪
米
」（
外
務
省

関
係
者
）
と
な
っ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
１
月
31
日
、

「
会
談
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

日
本
に
は
大
き
な
敬
意
を
持
っ

て
い
る
。
日
本
の
こ
と
は
好
き

だ
。
安
倍
晋
三
元
首
相
は
非
常

に
親
し
い
友
人
だ
っ
た
」
と
記

者
団
に
述
べ
た
。
林
芳
正
官
房

長
官
は
３
日
の
記
者
会
見
で

「
率
直
な
意
見
交
換
を
通
じ
て

個
人
的
関
係
を
構
築
し
、
安
全

保
障
や
経
済
の
諸
課
題
に
つ
い

て
認
識
の
共
有
と
一
層
の
協
力

を
確
認
す
る
」
と
述
べ
た
。
石

破
首
相
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
と
最

近
も
面
会
し
た
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

の
孫
会
長
と
３
日
夜
に
会
う
な

ど
準
備
し
た
が
、
安
倍
元
首
相

の
よ
う
な
親
密
な
関
係
が
作
れ

る
か
は
未
知
数
だ
。

　

首
脳
会
談
で
は
中
国
の
覇
権

主
義
的
な
海
洋
進
出
や
、
北
朝

鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
な

ど
、
東
ア
ジ
ア
情
勢
が
厳
し
さ

を
増
す
中
、
日
米
両
国
の
安
全

保
障
分
野
の
協
力
強
化
が
最
大

の
焦
点
と
な
る
。
ま
た
大
統
領

が
日
本
に
さ
ら
な
る
防
衛
費
拡

大
を
要
求
す
る
か
ど
う
か
が
注

目
さ
れ
る
。
慣
例
と
な
っ
て
い

る
尖
閣
諸
島
が
日
米
安
全
保
障

条
約
（
第
５
条
）
の
対
象
で
あ

る
と
い
う
確
認
も
行
わ
れ
る
見

込
み
だ
が
、
１
月
31
日
に
中
谷

防
衛
相
と
ヘ
グ
セ
ス
米
国
防
長

官
の
電
話
会
談
で
確
認
さ
れ
て

お
り
混
乱
は
な
い
と
見
ら
れ

る
。
経
済
で
は
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
が
カ
ナ
ダ
、
メ
キ
シ
コ
、
中

国
に
追
加
関
税
を
課
す
大
統
領

令
に
署
名
し
た
こ
と
か
ら
日
本

も
追
加
関
税
が
課
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
の
か
が
焦
点
。
石
破
首

相
は
、
対
米
投
資
残
高
で
日
本

は
５
年
連
続
で
首
位
で
あ
り
、

雇
用
の
創
出
に
も
貢
献
し
て
い

る
こ
と
を
説
明
し
、
両
国
の
国

益
に
沿
っ
た
関
係
の
構
築
を
求

め
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
こ
の

ほ
か
安
定
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

輸
出
入
の
確
保
、
日
本
製
鉄
に

よ
る
Ｕ
Ｓ
ス
チ
ー
ル
の
買
収
計

画
も
話
さ
れ
る
見
通
し
だ
。

　

石
破
首
相
は
昨
年
11
月
５
日

の
大
統
領
選
で
当
選
を
確
実
に

し
た
直
後
に
ト
ラ
ン
プ
氏
と
電

話
で
協
議
し
た
が
５
分
ほ
ど

で
、
韓
国
の
尹
錫
悦
大
統
領
の

約
12
分
間
よ
り
短
か
っ
た
。
ま

た
11
月
の
南
米
訪
問
時
に
対
面

で
の
会
談
を
模
索
し
た
が
実
現

し
な
か
っ
た
。
１
月
20
日
に
就

任
し
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
外

国
首
脳
と
の
対
面
に
よ
る
会
談

は
４
日
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ネ
タ

ニ
ヤ
フ
首
相
に
次
い
で
石
破
首

相
は
２
人
目
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
関
税
の
矢
面
に
立
た

さ
れ
、
競
争
力
の
あ
る
価
格
で

製
品
を
販
売
す
る
能
力
が
損
な

わ
れ
、
米
国
の
雇
用
が
危
険
に

さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と

述
べ
て
い
る
。

日
米
首
脳
会
談
７
日
に
開
催

首
脳
会
談
特
化
の
実
務
的
な
訪
米

ま
る
で
商
取
引
外
交

翻
弄
さ
れ
る
諸
外
国

www.nyseikatsu.com

https://www.hondag.com
http://myriverside.net/home
mailto:rekishikenkyuny@gmail.com
http://www.nyrekishikenkyu.org/
http://www.nyseikatsu.com
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１
．
パ
リ
協
定
か
ら
の
再
離
脱

を
決
定
し
、
国
内
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
を
優
先
。

２
．
米
国
内
で
は
離
脱
を
巡
り

意
見
が
分
か
れ
、
州
ご
と
に
気

候
政
策
の
二
極
化
が
進
行
。

３
．
日
系
企
業
は
パ
リ
協
定
よ

り
も
関
税
や
貿
易
政
策
の
影
響

を
懸
念
し
、
柔
軟
な
対
応
を
模

索
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
今
年
1

月
の
就
任
と
同
時
に
パ
リ
協
定

か
ら
の
再
離
脱
を
発
表
し
、
化

石
燃
料
産
業
の
規
制
緩
和
と

国
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
優

先
を
掲
げ
た
。
パ
リ
協
定
は

２
０
１
５
年
に
採
択
さ
れ
た
国

際
的
な
気
候
変
動
対
策
だ
。
各

国
は
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
パ
リ
協
定
再
離
脱
と

Ｎ
Ｙ
市
民
や
日
系
企
業
の
反
応

目
標
を
設
定
し
、
５
年
ご
と
に

進
捗
を
見
直
す
義
務
が
あ
る
。

こ
の
動
き
に
対
す
る
米
国
内
の

企
業
や
市
民
の
反
応
は
以
下
の

通
り
。

〈
米
国
内
の
反
応
〉

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界
は
慎
重
な

姿
勢
。
保
守
派
は
「
経
済
重
視

の
適
切
な
政
策
」と
評
価
し
た
。

多
く
の
企
業
は
独
自
に
気
候
変

動
対
策
を
推
進
し
て
い
る
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
ホ
ウ
ク
ル
知

事
や
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
ニ

ュ
ー
サ
ム
知
事
は
、
州
レ
ベ
ル

で
パ
リ
協
定
の
目
標
を
支
持

し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
の
継
続
を
宣
言
し
た
。

〈
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
民
の
意
見
〉

　

市
民
の
反
応
は
分
か
れ
て
い

る
。
環
境
保
全
を
支
持
し
な
が

ら
も
、
生
活
コ
ス
ト
の
上
昇
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
影
響
を
懸

念
す
る
声
が
多
い
。
Ｎ
Ｙ
州
裁

判
所
勤
務
の
弁
護
士
は
、「
環

境
保
護
は
重
要
だ
が
、
政
策
の

バ
ラ
ン
ス
が
必
要
」
と
し
、
米

人
投
資
家(

金
融
勤
務)

は
、

「
バ
イ
デ
ン
政
権
の
安
全
保
障

政
策
に
不
安
を
抱
き
、
経
済
安

定
を
期
待
し
て
ト
ラ
ン
プ
に
投

票
し
た
」
と
語
る
。
一
方
、
Ｎ

Ｙ
在
住
の
保
育
園
勤
務
の
女
性

は
、
治
安
悪
化
や
移
民
政
策
へ

の
不
安
か
ら
ト
ラ
ン
プ
支
持
に

転
じ
た
と
述
べ
た
。

〈
日
系
企
業
の
対
応
〉

　

日
系
企
業
は
気
候
政
策
よ
り

も
貿
易
政
策
や
関
税
の
影
響
を

心
配
し
て
い
る
。
日
系
自
動
車

企
業
の
ア
ナ
リ
ス
ト
は
、「
Ｅ

Ｖ
普
及
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
投
資
を
続
け
る
が
、
ト
ラ
ン

プ
政
策
が
市
場
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
」
と
身
構
え
る
。
貿

易
会
社
関
係
者
は
「
関
税
率
の

改
定
が
最
大
の
取
引
リ
ス
ク

だ
」
と
述
べ
た
。
今
後
、
米
国

　

岡
山
県
備
前
市
の
吉
村
武
司

市
長
が
来
米
し
、
瀬
戸
内
海
に

面
し
た
備
前
市
の
「
わ
び
、
さ

び
、
旅
」
の
魅
力
を
2
月
３
日

夕
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
し
た
。

　

Ｂ‒

１
（
短
期
出
張
・
商
用
）

お
よ
び
Ｂ‒

２
（
短
期
観
光
）

ビ
ザ
は
、
特
定
の
目
的
で
米
国

を
訪
れ
る
こ
と
を
許
可
す
る
ビ

ザ
で
す
が
、
こ
の
ビ
ザ
で
滞
在

中
に
就
職
活
動
が
可
能
な
の
か

疑
問
を
持
つ
人
も
多
く
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
Ｂ‒

１
／
Ｂ‒

２
ビ
ザ
ス
テ
ー
タ
ス
で
米
国
で

の
就
職
先
を
探
し
て
い
る
場
合

に
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
を
説

明
し
ま
す
。

　

こ
の
ビ
ザ
で
米
国
に
滞
在
し

て
い
る
場
合
、
仕
事
を
探
し
た

り
面
接
を
受
け
た
り
す
る
こ
と

が
許
可
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
活
動
は
合
法
で
あ
り
ビ
ザ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
範
囲
内
に

含
ま
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

応
募
書
類
を
提
出
す
る
、
対
面

ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
面
接
を

受
け
る
、
リ
ク
ル
ー
タ
ー
や
採

用
担
当
者
と
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
し
か
し
就
職
活
動
は
許
可

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
Ｂ‒
１

／
Ｂ‒

２
ビ
ザ
の
ス
テ
ー
タ
ス

で
米
国
で
働
く
こ
と
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
就
職
オ
フ
ァ
ー

を
受
け
、
適
切
な
就
労
ビ
ザ
を

取
得
せ
ず
に
働
き
始
め
る
、
滞

在
中
に
有
給
ま
た
は
無
給
で
雇

用
さ
れ
る
、
米
国
内
に
滞
在
し

な
が
ら
米
国
ま
た
は
外
国
の
雇

用
主
の
た
め
に
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ナ
ッ
ク
マ
ン
弁
護
士
の
移
民
法
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

米国でＢ ‒１／Ｂ ‒２ビザでの
就職活動：

知っておくべきこと
ク
を
行
う
、
な
ど
は
で
き
ま
せ

ん
。
規
定
に
違
反
す
る
と
、
ビ

ザ
の
取
消
、米
国
か
ら
の
退
去
、

将
来
米
国
入
国
の
禁
止
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｂ‒

１
／
Ｂ‒

２
ビ
ザ
の
間

に
就
職
オ
フ
ァ
ー
を
受
け
た
場

合
、
就
労
を
許
可
す
る
ビ
ザ
に

移
行
す
る
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
が

必
要
で
す
。
主
な
選
択
肢
と

し
て
、
Ｈ‒

１
Ｂ
、
Ｌ‒

１
、

Ｏ‒

１
ビ
ザ
の
取
得
の
道
が
あ

り
ま
す
。
就
労
ビ
ザ
申
請
は
、

米
国
外
の
米
国
大
使
館
ま
た
は

領
事
館
で
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
雇
用
主
が
ス
ポ
ン
サ
ー
と

な
り
、
米
国
内
で
ス
テ
ー
タ
ス

変
更
を
申
請
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
（
資
格
要
件
を
満
た
し
て

い
る
場
合
）。

　

雇
用
主
も
移
民
法
を
遵
守
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
以
下

の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｂ‒

１
／
Ｂ‒

２
ビ
ザ
保
持
者

を
面
接
す
る
際
に
候
補
者
は
ビ

ザ
の
制
約
を
理
解
し
て
い
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
、
候

補
者
が
適
切
な
就
労
許
可
を
取

得
す
る
前
に
働
き
始
め
る
こ
と

を
許
可
し
な
い
こ
と
、
適
切
な

就
労
ビ
ザ
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移

行
を
支
援
す
る
た
め
移
民
弁

護
士
に
相
談
す
る
、
等
で
す
。

Ｂ‒

１
／
Ｂ‒

２
ビ
ザ
は
米
国

の
就
職
市
場
を
探
る
貴
重
な
機

会
を
提
供
し
ま
す
が
、
ル
ー
ル

を
守
る
こ
と
が
最
重
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵

守
す
る
こ
と
で
、
合
法
的
な
就

労
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
の
準

備
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

（
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ナ
ッ
ク
マ

ン
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
・
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
弁
護
士
）

内
で
は
パ
リ
協
定
支
持
と
離
脱

派
の
二
極
化
が
進
む
見
通
し
で

あ
り
、
日
系
企
業
も
柔
軟
な
対

応
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

■
古
市
裕
子

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ (SDGs)

企
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー(

財

務
会
計)

。
海
外
進
出
支
援
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン

社
代
表
。
国
連
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
研
究
員
。
ジ
ェ
ト
ロ
17
年

勤
務
。
東
京
在
外
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
協
会
。
著
書
『
欧
米
企
業

に
学
ぶ
・SDGs

転
換
ピ
ボ
ッ

ト
戦
略
の
現
在
：
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
×
次
世
代
×
企
業
価
値
』

(

新
潮
社)

。『The Purpose: 

何
の
た
め
に
存
在
し
ど
ん
な
価

値
を
提
供
す
る
の
か
』（
リ
ス

ナ
ー
ズ
出
版
）

　

こ
れ
は
岡
山
県
の
備
前
市
と

瀬
戸
内
市
で
構
成
す
る
「
伝
統

工
芸
美
術
品
振
興
事
業
実
行
委

員
会
」
が
伝
統
工
芸
美
術
展
示

会
第
７
弾
「
備
前
と
瀬
戸
内
の

陶
器
と
食
の
祭
典
」
と
し
て
米

国
で
初
開
催
し
た
も
の
で
、
当

日
は
備
前
焼
の
陶
芸
作
家
、
平

川
忠
さ
ん
と
赤
井
夕
希
子
さ
ん

が
舞
台
で
、備
前
焼
や
虫
明（
む

し
あ
げ
）
焼
に
つ
い
て
説
明
し

た
。
会
場
ホ
ー
ル
に
は
、
伊
勢

崎
淳
（
人
間
国
宝
）、
吉
本
正
、

島
村
光
、
隠
崎
隆
一
、
安
倍
安

人
ら
備
前
焼
の
作
品
が
展
示
さ

れ
、
２
６
０
人
の
招
待
客
が
作

品
鑑
賞
を
楽
し
ん
だ
。
講
演
の

あ
と
は
牡
蠣
ご
飯
や
、
備
前
焼

の
お
猪
口
、
徳
利
や
お
皿
で
地

元
岡
山
の
日
本
酒
や
ワ
イ
ン
、

和
菓
子
の
源
吉
兆
庵
の
ス
イ
ー

ツ
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
た
。

会場ホールに展示された備前焼を鑑賞する招待客

来場者と歓談する吉村市長

備前焼を解説する平川氏と赤井氏

日
本
遺
産
の
ま
ち
を
Ｐ
Ｒ

吉
村
備
前
市
長
が
来
米

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ
米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905～ 72年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi  cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark 
the opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Ja-
pan joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of 
peace from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店
United Nations Bookshop

48th Street and 1st Avenue
Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

mailto:nishimura@newyork-kaikei.com
http://kkobo.com/
tel:18778852726
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北
海
道
は
１
月
30
日
、
ジ
ャ

パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
北
海

道
Ｇ
Ｘ
関
連
投
資
セ
ミ
ナ
ー
と

北
海
道
食
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。
札
幌
市
や
国
と

連
携
し
て
海
外
か
ら
の
Ｇ
Ｘ
投

資
（
金
融
）
の
呼
び
込
み
に
向

け
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
と

と
も
に
、
北
海
道
へ
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
拡
大
等
に
向
け
た
食
・

観
光
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
北
海

道
経
済
産
業
局
資
源
エ
ネ
ル
ギ

ー
環
境
部
長
・
豊
島
厚
二
氏
が

日
本
の
Ｇ
Ｘ
政
策
に
つ
い
て
紹

介
し
、
北
海
道
副
知
事
・
三
橋 

剛
氏
が
日
本
全
体
で
１
５
０
兆

円
と
も
言
わ
れ
る
Ｇ
Ｘ
投
資
の

う
ち
40
兆
円
が
投
入
さ
れ
る
北

海
道
の
特
区
を
活
用
し
た
Ｄ

Ｘ
・
Ｇ
Ｘ
投
資
環
境
の
整
備
、

４
月
か
ら
拡
充
予
定
の
投
資
イ

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ア
ス
タ

ー
・
プ
レ
イ
ス
・
ワ
イ
ン
・
ア

ン
ド
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ
で
1
月
27

日
、
日
本
か
ら
10
社
の
焼
酎

の
蔵
元
が
参
加
し
て
、
焼
酎

が
札
幌
市
の
新
し
い
挑
戦
と
し

て
日
本
の
再
エ
ネ
供
給
基
地
と

金
融
セ
ン
タ
ー
を
目
指
す
取
り

組
み
の
ほ
か
ス
キ
ー
や
雪
ま
つ

り
、
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
な
ど
の

観
光
地
、
食
の
魅
力
に
つ
い
て

紹
介
し
た
。

　

夜
の
部
の
食
と
観
光
Ｐ
Ｒ

は
、
鶴
雅
リ
ゾ
ー
ト
営
業
部
副

部
長
・
海
外
事
業
担
当
・
高
田

健
右
氏
と
西
山
製
麺
取
締
役

管
理
部
長
・
池
浦 

研
一
氏
が
、

北
海
道
の
観
光
の
魅
力
、
阿
寒

国
立
公
園
の
ア
イ
ヌ
の
文
化
遺

産
な
ど
を
紹
介
し
、
池
浦
氏
が

日
本
の
ラ
ー
メ
ン
の
歴
史
、
サ

ッ
ポ
ロ
ラ
ー
メ
ン
の
起
源
な
ど

を
紹
介
。
来
場
者
３
０
０
人
余

り
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
は
講
演

後
、
日
本
酒
、
北
海
道
米
を
使

っ
た
お
菓
子
、
ラ
ー
メ
ン
な
ど

で
も
て
な
し
を
受
け
大
盛
況
だ

っ
た
。
ま
た
北
海
道
か
ら
の
一

行
は
、
前
日
、
市
内
レ
ス
ト
ラ

ン
つ
く
し
で
開
か
れ
た
Ｎ
Ｙ
北

海
道
ゆ
か
り
の
会
（
竹
田
勝
男

代
表
幹
事
）主
催
の
夕
食
会
で
、

在
米
道
産
子
た
ち
か
ら
歓
迎
を

受
け
た
。

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
つ
い
て
解
説

し
た
。

　

続
い
て
産
業
ガ
ス
業
界
で
国

内
２
番
手
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
位

置
す
る
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
の

ア
メ
リ
カ
代
表
取
締
役
社
長
・

峯
坂
宏
幸
氏
が
、
北
海
道
に
お

け
る
脱
炭
素
関
連
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
説
明
し
た
。
最
後
に

札
幌
市
副
市
長
・
天
野
周
治
氏

Ｇ
Ｘ
投
資
と
食
・
観
光

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
セ
ミ
ナ
ー

北海道がNYでPR

と
泡
盛
の
試
飲
会
「Honkaku 

Shochu and Aw
am
ori 

Seminar & Tasting Event

」

が
開
か
れ
た
（
日
本
酒
造
組
合

中
央
会
、
在
日
本
国
総
領
事
館

共
催
）。
こ
の
日
の
試
飲
会
は
、

バ
ー
テ
ン
ダ
ー
や
ミ
ク
ソ
ロ
ジ

ス
ト
、
レ
ス
ト
ラ
ン
関
係
者
を

対
象
に
行
わ
れ
た
。

　

昨
年
12
月
に
日
本
の
麹
菌
を

使
っ
た
焼
酎
や
泡
盛
、
日
本
酒

の
伝
統
的
な
酒
造
り
が
ユ
ネ
ス

コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
在
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総
領
事
館
の

森
美
樹
夫
大
使
も
参
加
し
て
挨

拶
を
行
っ
た
。
宮
崎
県
の
渡
辺

酒
造
の
4
代
目
・
渡
邊
幸
一
朗

さ
ん
は
「
今
回
は
農
水
省
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
も
あ
り
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
イ
ベ
ン
ト
が
で
き

た
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
に
結
果
を

だ
し
て
焼
酎
を
世
界
に
広
め
た

い
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ト
レ
ン

ド
に
な
っ
た
ら
、
間
違
い
な
く

日
本
で
も
流
行
る
」
と
話
し
て

い
た
。

　

シ
カ
ゴ
の
ダ
イ
ニ
ン
グ
・
バ

ー
「KUM

IKO

」
の
オ
ー
ナ
ー

で
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
の
ジ
ュ
リ

ア
・
百
瀬
さ
ん
が
焼
酎
の
原
料

や
製
造
な
ど
に
つ
い
て
の
講
演

を
行
い
。
会
場
で
は
焼
酎
と
合

う
フ
ー
ド
も
紹
介
さ
れ
た
。（
石

黒
か
お
る
、
写
真
も
）

焼酎と泡盛試飲会
日本から10社の蔵元

北海道ゆかりの会主催の歓迎会

サッポロラーメンを手にするニューヨーカー（JSで）

　

日
本
の
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン

を
、
1
万
人
以
上
の
来
場
者
に

直
接
ア
ピ
ー
ル
す
る
米
国
最
大

規
模
の
見
本
市
「
Ｎ
Ｙ 

Ｎ
Ｏ

Ｗ
」
に
、
北
米
初
の
「
日
本
商

材
専
門
」
展
示
会
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｏ　

 

Ｂ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
が
出
展
し
た
。
展
示

は
２
月
３
日
か
ら
５
日
ま
で
実

施
さ
れ
た
。
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｏ 

Ｂ
Ｏ

Ｋ
Ｏ
は
、
ノ
ー
ス
・
レ
ー
ン
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
本
社

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
徳
重
真
梨
子

代
表
）
が
運
営
す
る
日
本
発
の

商
品
を
海
外
に
紹
介
す
る
キ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
ブ
ー
ス

で
、
２
０
２
１
年
か

ら
毎
年
2
月
と
8
月

に
開
か
れ
る
「
Ｎ
Ｙ 

Ｎ
Ｏ
Ｗ
」
へ
参
加
し

て
い
る
。
個
性
的
で

デ
ザ
イ
ン
性
に
優
れ

た
新
し
い
日
本
ブ
ラ

ン
ド
に
出
会
え
る
と

あ
っ
て
、
毎
回
ア
メ

リ
カ
の
一
流
バ
イ
ヤ

ー
が
多
数
ブ
ー
ス
を

訪
れ
る
。

　

今
回
の
シ
ョ
ー
に

は
、
樹
皮
で
形
成
し

た
食
器
で
主
催
者
か

ら
「
社
会
に
影
響
あ

る
デ
ザ
イ
ン
」
と
し
て
受
賞
し

た
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｓ
、
お
茶
系
カ
ッ
プ

な
ど
を
展
示
し
たmonoya

、

和
歌
山
県
の
ガ
ラ
ス
や
山
家
漆

器
、
福
島
の
ジ
ー
ン
ズ
、
宮
城

県
仙
台
市
か
ら
は
木
材
建
築
材

会
社
、
一
条
工
務
店
宮
城
（
峯

岸
宏
典
社
長
）
が
制
作
し
た
ギ

タ
ー
も
出
展
し
、
中
井
勉
、
高

免
信
喜
、
金
澤
悠
人
ら
Ｎ
Ｙ
在

住
ギ
タ
リ
ス
ト
が
駆
け
つ
け
た

＝
写
真
左
＝
。
今
年
も
計
56
の

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
日
本
ブ

ラ
ン
ド
が
集
ま
っ
た
。

和歌山からの商品を展示した出展ブース

日
本
各
地
の
優
良
商
材
一
堂
に

Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｋ
Ｏ

米
国
最
大
見
本
市
に
出
展

mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://hls-global.com
https://saitolawgroup.com/
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://michaeldunnlaw.com
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伊
藤
さ
ち
よ
舞
踊
団
は
１
月

19
日
、天
理
文
化
協
会
に
て「
踊

り
初
め
」
を
開
催
し
た
。
当
日

は
満
員
以
上
の
観
客
入
り
で
大

盛
況
と
な
っ
た
。
演
目
15
の
番

組
で
、
公
演
後
の
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
は
福
引
き
、
着
物
シ
ョ
ー
も

含
め
て
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
、
出

演
者
共
々
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
、盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

伊
藤
さ
ち
よ
は
デ
ュ
エ
ッ
ト
、

ソ
ロ
、
ソ
プ
ラ
ノ
の
歌
手
ギ

タ
ー
伴
奏
付
き
のWonderful 

World 

の
３
曲
を
披
露
し
た
。

　

石
原
慎
太
郎
の
短
編
小
説

で
、
同
作
を
原
作
と
し
て

１
９
６
４
（
昭
和
39
）
年
に
公

開
さ
れ
た
篠
田
正
浩
監
督
の
映

画
『
乾
い
た
花
』
が
21
日
（
金
）

午
後
７
時
か
ら
、
ジ
ャ
パ
ン
・

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
（
Ｊ
Ｓ
：
東
47

丁
目
３
３
３
番
地
）
で
上
映
さ

れ
る
。
池
部
良
、加
賀
ま
り
こ
、

藤
木
孝
が
出
演
し
、
当
時
の
日

本
で
一
大
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を

巻
き
起
こ
し
た
問
題
作
。

　

池
部
が
ヤ
ク
ザ
者
（
村
木
）

を
、
加
賀
が
幻
の
少
女
を
演
じ

た
。
刑
務
所
を
出
所
し
た
村
木

は
、
賭
場
で
少
女
と
出
会
う
。

あ
る
夜
、
彼
は
屋
台
で
そ
の
少

女
と
再
会
し
た
。
彼
女
の
名
は

冴
子
。
冴
子
は
も
っ
と
大
き
な

勝
負
が
あ
る
と
こ
ろ
へ
連
れ
て

行
っ
て
ほ
し
い
と
せ
が
ん
だ
。

２
人
は
大
き
な
賭
場
へ
行
く

が
、
村
木
は
そ
こ
で
葉
と
い
う

男
を
見
つ
け
た
。
殺
し
と
麻
薬

だ
け
に
生
き
て
い
る
と
い
う
葉

は
、
賭
け
を
し
て
い
る
冴
子
の

こ
と
を
見
つ
め
て
い
た
。

　

入
場
料
は
、
一
般
16
ド
ル
、

Ｊ
Ｓ
会
員
８
ド
ル
、
学
生
・
シ

ニ
ア
14
ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

japansociety.org/events/
pale-fl ower/

を
参
照
す
る
。

　

ハ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
の
日
本

語
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
学
生
が
、
１

月
30
日
か
ら
２
月
１
日
ま
で
岸

田
理
生
（
故
人
）
に
よ
る
戯
曲

『
ス
レ
ッ
ド
・
ヘ
ル
（
糸
地
獄
）』

の
共
同
制
作
を
同
大
内
ケ
イ
・

プ
レ
イ
ハ
ウ
ス
で
上
演
し
た
。

こ
れ
は
２
０
２
４
年
春
に
日
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
演
劇
学
科
が
提

供
し
た
「
現
代
日
本
演
劇
」
コ

ー
ス
に
学
生
た
ち
が
参
加
し
た

こ
と
を
受
け
て
、
制
作
が
決
定

し
た
も
の
。
演
出
は
ハ
ン
タ
ー

カ
レ
ッ
ジ
の
日
本
芸
術
文
化
学

科
教
授
で
あ
り
、
日
本
の
舞
台

芸
術
を
専
門
と
す
る
ア
レ
ッ
ク

ス
・
ロ
ガ
ル
ス
氏
が
担
当
し
た
。

こ
の
演
劇
は
、
コ
リ
ー
ン
・
ラ

ン
キ
氏
と
常
田
景
子
氏
に
よ
る

英
語
訳
の
『
ス
レ
ッ
ド
・
ヘ
ル
』

を
使
用
し
て
上
演
さ
れ
る
が
、

岸
田
の
原
作
の
日
本
語
字
幕
も

表
示
さ
れ
る
。
公
演
は
一
般
公

開
さ
れ
た
。

　
「
糸
地
獄
」
は
１
９
８
４

年
に
岸
田
（
１
９
４
６
〜

２
０
０
３
）
の
劇
団
、
岸
田
事

務
所
＋
楽
天
団
に
よ
っ
て
日
本

で
初
演
さ
れ
、
同
年
の
岸
田
國

士
戯
曲
賞
を
受
賞
し
た
。
自

分
が
誰
な
の
か
、
ど
こ
に
い

る
の
か
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、

１
９
３
９
年
の
日
本
で
目
覚
め

た
女
性
マ
ユ
の
物
語
で
あ
る
。

彼
女
は
糸
と
絹
糸
の
工
場
に
連

れ
て
行
か
れ
、
そ
こ
で
女
性
た

ち
は
昼
間
は
絹
糸
を
紡
ぎ
、
夜

は
売
春
婦
と
し
て
働
い
て
い

た
。
マ
ユ
が
こ
の
悪
夢
か
ら
抜

け
出
そ
う
と
も
が
く
う
ち
に
、

こ
の
絹
糸
の
店
の
裏
に
隠
さ
れ

た
真
実
が
明
ら
か
に
な
り
、
糸

を
操
っ
て
い
る
の
は
誰
な
の
か

が
明
ら
か
に
な
る
。
昭
和
の
女

工
哀
史
を
見
事
に
描
い
た
ア
メ

リ
カ
人
学
生
た
ち
に
よ
る
現
代

日
本
語
劇
。
客
席
も
米
国
人
ば

か
り
の
中
で
の
上
演
だ
っ
た
。

多
く
の
日
本
人
に
も
見
せ
た
か

っ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
将
来
の
再
演
を
期
待

し
た
い
。　
　
　
　
　
（
三
浦
）

岸
田
理
生　

「
糸
地
獄
」

ハ
ン
タ
ー
大
で
現
代
日
本
劇

昭
和
の
女
工
哀
史
見
事
に
描
く

日本映画シリーズＪＳで
ジョン＆美代子デイビー・クラシック

「乾いた花」21日に上映

伊藤さちよ
新年踊り初め

https://neuroacuny.com/
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.easeny.com/
https://japansociety.org/events/pale-flower/
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移
民
の
人
権
を
守
る
記
念
日

「
フ
レ
ッ
ド
・
コ
レ
マ
ツ
デ
ー
」

フ
ォ
ー
ト
リ
ー
で
１
月
30
日
式
典
開
催

　

第
二
次
世
界
大
戦
時
、
大
統

領
令
に
よ
り
強
制
収
容
所
で
の

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
日
系

米
国
人
。「
当
時
の
米
国
の
判

断
は
違
憲
」
と
し
て
戦
後
数
十

年
に
わ
た
り
国
と
戦
い
、
米
国

政
府
か
ら
の
謝
罪
を
勝
ち
取
っ

て
日
系
人
の
人
権
を
回
復
さ
せ

た
人
権
活
動
家
フ
レ
ッ
ド
・
コ

レ
マ
ツ
氏
の
功
績
を
讃
え
、
同

氏
の
誕
生
日
で
あ
る
１
月
30
日

を
「
フ
レ
ッ
ド
・
コ
レ
マ
ツ
・

デ
ー
」
と
し
て
「
全
て
の
移
民

の
自
由
と
人
権
を
守
る
日
」
に

し
よ
う
と
い
う
動
き
が
全
米
で

起
き
て
い
る
。

　

自
身
も
強
制
収
容
所
で
生
ま

れ
青
年
期
に
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

で
従
軍
経
験
も
あ
る
日
系
米
国

人
実
業
家
の
古
本
武
司
氏
ら
に

　

寒
さ
厳
し
い
２
月
の
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
。
そ
ん
な
中
、
寒

さ
を
吹
き
飛
ば
し
て
Ｈ
Ｏ
Ｔ
に

な
れ
る
大
人
向
け
の
イ
ベ
ン
ト

を
２
つ
紹
介
す
る
。

◎
Ｌ
Ｓ
Ｃ
ア
フ
タ
ー
ダ
ー
ク

　

会
場
：
リ
バ
テ
ィ
・
サ
イ
エ

ン
ス
・
セ
ン
タ
ー
（Liberty 

State Park, 222 Jersey City 
Boulevard, Jersey City

）

　

通
常
は
子
供
と
一
緒
に
訪
れ

る
事
が
ほ
と
ん
ど
の
科
学
博
物

寒
い
冬
に「
Ｈ
Ｏ
Ｔ
」
な

大
人
向
け
の
イ
ベ
ン
ト

　

フ
ォ
ー
ト
リ
ー
単
独
や
Ｎ
Ｊ

州
全
体
で
の
記
念
日
認
定
に
尽

力
し
た
古
本
武
司
さ
ん
に
よ
る

司
会
進
行
で
式
典
は
執
り
行
わ

れ
た
。
マ
ー
ク
・
ソ
コ
リ
ッ

チ 

フ
ォ
ー
ト
リ
ー
区
長
、
フ

ィ
ル
・
マ
ー
フ
ィ
ー
Ｎ
Ｊ
州
知

事
の
上
級
補
佐
官
で
あ
る
ケ
ネ

ス
・
ク
レ
イ
ト
ン
氏
、
Ｎ
Ｙ
日

系
人
会
の
ジ
ュ
リ
ー
・
ア
ズ
マ

副
会
長
、
Ｎ
Ｊ
日
本
人
会
の
近

藤
ア
サ
ミ
副
会
長
、
Ｎ
Ｙ
日
本

国
総
領
事
館
の
森
和
也
主
席
領

事
ら
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

フ
レ
ッ
ド
・
コ
レ
マ
ツ
・
デ
ー

の
意
義
や
コ
レ
マ
ツ
氏
の
偉
業

を
讃
え
る
ス
ピ
ー
チ
を
し
た
あ

と
、
同
氏
の
長
女
で
自
身
も
人

権
活
動
家
と
し
て
活
躍
す
る
カ

レ
ン
・
コ
レ
マ
ツ
氏
か
ら
の
祝

辞
を
キ
ャ
ロ
ル
古
本
夫
人
が
代

読
し
た
。
ま
た
、
式
典
出
席
者

数
名
が
家
族
の
収
容
所
体
験
な

ど
の
話
も
披
露
し
た
。

　

古
本
さ
ん
は
、「
過
去
に
日

系
ア
メ
リ
カ
人
に
対
し
て
米
国

政
府
が
犯
し
た
誤
ち
を
現
在
や

未
来
に
繰
り
返
さ
な
い
た
め

に
、
こ
の
日
を
『
全
て
の
移
民

の
人
権
を
守
る
日
』
と
し
て
ア

メ
リ
カ
人
の
胸
に
刻
ん
で
も
ら

う
こ
と
は
重
要
。
奇
し
く
も
新

政
権
誕
生
と
共
に
多
く
の
移
民

が
不
安
に
駆
ら
れ
て
い
る
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
な
の
で
、
よ
り
大

き
な
声
を
上
げ
て
、
全
て
の
移

民
が
苦
し
む
こ
と
の
な
い
世
の

中
に
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
。
本
来
ア
メ
リ
カ
は
全
て
の

人
が
平
等
に
幸
せ
に
暮
ら
せ
る

素
晴
ら
し
い
国
で
す
。」
と
語

っ
て
い
た
。（
本
紙
・
久
松
茂
、

写
真
も
）

館
「
リ
バ
テ
ィ
・
サ
イ
エ
ン
ス
・

セ
ン
タ
ー
」。
同
館
で
は
年
中

通
し
て
様
々
な
特
別
企
画
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
が
、
２

月
は
18
歳
以
上
の
ア
ダ
ル
ト
の

み
が
参
加
で
き
る
夜
の
特
別
企

画
を
実
施
す
る
。
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
や
バ
ー
で
盛
り
上
が

り
、
子
供
抜
き
で
通
常
展
示
を

満
喫
す
る
ほ
か
１
日
限
定
の
テ

ー
マ
イ
ベ
ン
ト
で
楽
し
め
る
。

　

・「
セ
ク
シ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
」

２
月
13
日
午
後
６
時
〜
10
時　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
合
わ
せ

て
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
シ
ョ
ー
や
「
性
の

科
学
」
を
学
ぶ
コ
ー
ナ
ー
、
レ

ー
ザ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
を
実
施
。

　

・「
ピ
ン
ク
・
ポ
ニ
ー
・
パ

ー
テ
ィ
ー
」
２
月
27
日
午
後
６

時
〜
10
時　

モ
ダ
ン
な
ク
ラ
ブ

風
の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
や
シ

ョ
ー
で
盛
り
上
が
ろ
う
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
や
チ
ケ
ッ

ト
購
入
は｠https://lsc.org/

explore/lsc-after-dark

◎
レ
ッ
ド
・
ホ
ワ
イ
ト
・
ア
ン

ド
・
ブ
リ
ュ
ー
・
フ
ェ
ス
ト

　

会
場
：
キ
ュ
ア
イ
ン
シ
ュ

ラ
ン
ス
ア
リ
ー
ナ
（81 Ham-

ilton Ave, Trenton

）
２
月
15

日
午
後
１
時
〜
５
時

　

米
国
初
代
大
統
領
の
誕
生
日

祝
日
の
週
末
に
、
50
以
上
の
Ｎ

Ｊ
州
の
地
ビ
ー
ル
醸
造
所
や
ワ

イ
ナ
リ
ー
が
参
加
し
て
開
催
さ

れ
る
大
き
な
「
お
酒
」
の
イ
ベ

ン
ト
。

　

数
々
の
お
酒
を
試
飲
し
た

り
、
ラ
イ
ブ
音
楽
や
ゲ
ー
ム
コ

ー
ナ
ー
な
ど
で
楽
し
い
時
間
を

過
ご
そ
う
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
や
チ

ケ
ッ
ト
購
入
は｠https://

redwhiteandbrewnj.com

よ
る
各
議
会
へ
の
働
き
か
け
な

ど
の
尽
力
で
、
Ｎ
Ｙ
近
郊
で
は

２
０
１
７
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
を
は
じ
め
、
２
０
２
０
年
に

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
フ
ォ

ー
ト
リ
ー
が
単
独
で
、
そ
し
て

２
０
２
３
年
に
は
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
州
が
州
全
体
で
同
日
を

正
式
に
記
念
日
と
し
て
認
定
し

た
。

　

そ
ん
な
中
、
フ
ォ
ー
ト
リ
ー

と
Ｎ
Ｊ
州
ア
ジ
ア
・
環
太
平
洋

諸
島
系
米
国
人
評
議
会
の
共
催

で
、
今
年
も
１
月
30
日
当
日
の

夕
方
５
時
か
ら
、
フ
ォ
ー
ト
リ

ー
区
役
所
ホ
ー
ル
で
、
フ
ォ
ー

ト
リ
ー
と
し
て
は
６
回
目
、
Ｎ

Ｊ
州
と
し
て
は
３
回
目
の
フ
レ

ッ
ド
・
コ
レ
マ
ツ
デ
ー
を
祝
う

式
典
が
開
催
さ
れ
た
。

古本氏 ソコリッチ区長

https://japaneseschool.org
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.jwsny.org
https://paramuslibrary.org/
https://www.newjerseykogumayouchien.com
http://jmart-usa.com/en/
https://redwhiteandbrewnj.com
https://redwhiteandbrewnj.com
https://redwhiteandbrewnj.com
https://lsc.org/explore/lsc-after-dark
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外
務
省
は
海
外
へ
の
漫
画
文

化
の
普
及
と
漫
画
を
通
じ
た
国

際
文
化
交
流
の
促
進
を
目
的
と

し
て
、
２
０
０
７
年
に
日
本
国

際
漫
画
賞
を
創
設
し
、
優
れ
た

漫
画
作
品
を
創
作
し
た
海
外
の

漫
画
作
家
を
外
務
大
臣
名
で
表

彰
し
て
い
る
。
第
18
回
を
迎
え

る
今
回
は
、
95
の
国
・
地
域
か

ら
過
去
最
多
と
な
る
７
１
６
作

品
の
応
募
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

イ
エ
メ
ン
、
ド
ミ
ニ
カ
国
、
ナ

ミ
ビ
ア
、
バ
ル
バ
ド
ス
、
ラ
オ

ス
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
赤
道

ギ
ニ
ア
の
７
か
国
か
ら
初
め
て

応
募
が
あ
っ
た
。

　

同
賞
の
選
考
は
「
コ
ミ
ッ
ク

出
版
社
の
会
」
の
協
力
に
よ
る

第
１
次
選
考
会
を
経
て
、
里
中

満
智
子
氏
（
漫
画
家
）
を
委
員

長
と
す
る
審
査
委
員
会
の
厳
正

な
審
査
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
そ

の
審
査
結
果
を
踏
ま
え
、
実
行

委
員
会
に
よ
り
、
最
優
秀
賞
１

作
品
、
優
秀
賞
３
作
品
を
含
む

受
賞
作
15
作
品
承
認
さ
れ
た
。

最
優
秀
賞
及
び
優
秀
賞
受
賞
者

に
つ
い
て
は
、
国
際
交
流
基
金

を
通
じ
て
日
本
に
招
へ
い
し
、

３
月
に
都
内
で
開
催
さ
れ
る
授

賞
式
に
出
席
す
る
予
定
。
最
優

秀
賞
及
び
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

作
品
は
次
の
通
り
。 

　

最
優
秀
賞
：The Forest 

Mermaid
【
森
の
人
魚
】Hiro 

Kawahara 
（
ブ
ラ
ジ
ル
）、
優

秀
賞
：RISE POLLY

【
ラ
イ

ズ
・
ポ
ー
リ
ー
】Preecha 

Jai-ordthon

（
タ
イ
）、The 

Banana Sprout vol.2
【

芭

蕉
の
芽
】
左
萱 Zuo Hsuan

（
台
湾
）、Scars

【
傷
跡
】

Brandon Arias

（
チ
リ
）。

　

そ
の
他
の
入
賞
作
品
に
つ
い

て
は
日
本
国
際
漫
画
賞
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

manga-award.mofa.go.jp/

を
参
照
す
る
。

日本国際漫画賞
HIRO KAWAHARA・著

 『森の人魚』The Forest Mermaid

■「家飲み」で身につける語れるワイン（渡辺順子、日経
ビジネス人文庫）「意外と知らないボジョレー・ヌーボー
の由来」「ラベルに書かれた格付けの読み解き方は」など、
有名銘柄の背景、通が注目する新世界ワインの最新事情を
解説。世界の一流ワインを知り尽くした著者が「家飲み」
にお勧めの銘柄を取り上げながら、ワインにまつわる知識
と教養を授ける。■逃亡犯とゆびきり（櫛木理宇、小学館）
ライターの世良未散は「女子中学生墜落死事件」の取材を
していた。そんななか高校時代の親友、古沢福子から電話
があり、彼女の言葉に事件の真相を暴くヒントを見つける。
福子は4人を殺害し指名手配中の逃亡犯となっていた。親
友との歪んだシスターフッドを描いたサスペンス。■日本
美のこころ（彬子女王、小学館文庫）1981年、寛仁親王
殿下の第一女子として誕生。学習院大学卒業後、オックス
フォード大学マートン・コレッジに留学。日本美術を専攻
し、女性皇族として史上初の博士号を取得した彬子女王が
日本各地で出会った「日本美のこころ」を綴ったエッセイ。
■近くも遠くもゆるり旅（益田ミリ、幻冬舎）なんか疲れ
たなと思ったとき、馴染みの旅先があるのはいいものだ。
近場の新宿から、高知、奈良、青森、そして憧れだったス
イスまで。イラストレーターの益田ミリによるのんびり自
由な旅エッセイ。■らんぼう（大沢在昌、光文社文庫）巨
漢の大浦・通称ウラと、小柄だが空手の達人の赤池・通称イケ。人呼んで「史
上最悪」の刑事コンビ。2人はめっぽう腕が立つ上に凶暴でキレやすく、素
行不良。被疑者を追いつめ容赦なく痛めつける。警察史上「最悪・最凶」で
ありつつも署内検挙率トップの2人が巻き起こす連作ハードボイルド小説。
■医者にヨボヨボにされない47の心得―医療に賢くかかり、死ぬまで元気
に生きる方法（和田秀樹、講談社＋α新書）団塊世代が全員75歳以上になり、
日本は３人にひとりが65歳以上となった。東京大学医学部卒業の精神科医・
和田秀樹が、ヨボヨボにならないことをテーマに、残りの人生を楽しんで生
きる高齢者がひとりでも多くなってほしい、という思いで書いた本。高齢者
医療の経験とデータから、独自の「心得」を47にまとめた。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

ワ
イ
ン
に
ま
つ
わ
る
知
識
と
教
養
を
学
ぶ
。
親
友
が
シ
リ
ア
ル
キ
ラ
ー
に
な
っ
た
。
彬

子
女
王
殿
下
の
エ
ッ
セ
イ
集
。
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
益
田
ミ
リ
の
の
ん
び
り
日
記
。
史
上

最
悪
の
刑
事
コ
ン
ビ
の
連
作
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
小
説
。
死
ぬ
ま
で
元
気
に
生
き
る
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

Ｎ
Ｙ
で
ス
ト
リ
ー
ト
・
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
て
い
た
フ
ラ

ン
ス
人
の
綱
渡
り
師
フ
ィ
リ
ッ

プ
・
プ
テ
ィ
は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
に
建
設
中
の
世
界
貿
易
セ
ン

タ
ー
の
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
を
眺
め

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
思
う
の

で
す
。「
ロ
ー
プ
を
張
る
に
は

絶
好
の
場
所
だ
」
と
。
彼
は
以

前
、
パ
リ
に
あ
る
ノ
ー
ト
ル
ダ

ム
寺
院
の
２
つ
の
タ
ワ
ー
の
間

に
ロ
ー
プ
を
張
っ
て
そ
の
上
を

歩
き
、
見
物
人
を
驚
か
せ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
朝
日
が
タ

ワ
ー
に
あ
た
り
は
じ
め
た
頃
、

フ
ィ
リ
ッ
プ
は
黒
い
シ
ャ
ツ
と

タ
イ
ツ
を
身
に
つ
け
、
命
綱
も

な
い
ま
ま
、
８
メ
ー
ト
ル
あ
る

バ
ラ
ン
ス
用
の
棒
を
持
っ
て
、

太
さ
２
セ
ン
チ
の
ワ
イ
ヤ
ー
の

上
を
歩
き
出
し
ま
し
た
。

　

１
９
７
４
年
に
地
上
４
０
０

メ
ー
ト
ル
の
高
さ
で
綱
渡
り
を

し
た
男
の
実
話
で
、
人
々
の
驚

嘆
を
描
い
た
絵
本
。
彼
は
な
ぜ

そ
ん
な
危
険
な
こ
と
を
し
た
の

か
。フ
ィ
リ
ッ
プ
が
感
じ
た「
自

由
」
と
は
。
無
謀
な
夢
に
と
り

つ
か
れ
た
男
の
、
手
に
汗
握
る

偉
大
な
挑
戦
の
物
語
。
日
本
語

で
読
む
な
ら
『
綱
渡
り
の
男
』

（
小
峰
書
店
）。　
　

　（
高
田
）

大
道
芸
人
が
成
し
得
た
無
謀
な
夢

 『The Man Who Walked Between The Towers』
Written by Mordicai Gerstein

Published by Roaring Brook Press

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
tel:2122136069
https://www
https://www
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イ
エ
ー
ル
大
学
（
コ
ネ
チ
カ

ッ
ト
州
ニ
ュ
ー
ヘ
イ
ブ
ン
）
主

催
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
日
本
語
ク
ラ
ス
の
授
業
で

１
月
29
日
、
書
き
初
め
体
験
が

行
わ
れ
た
。
旧
正
月
を
迎
え
る

こ
の
日
の
お
題
は
「
へ
び
」
と

「
巳
」
で
、
ほ
ぼ
全
員
の
生
徒

が
初
め
て
の
書
道
体
験
と
な
っ

た
。
生
徒
ら
は
イ
エ
ー
ル
大
学

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
キ
ュ
レ

ー
タ
ー
で
あ
る
大
木
貞
子
氏
に

よ
る
書
道
に
つ
い
て
の
動
画
を

鑑
賞
し
、
書
道
の
歴
史
や
道

具
、
平
仮
名
と
カ
タ
カ
ナ
の
成

り
立
ち
な
ど
に
つ
い
て
学
習
し

た
。
そ
の
後
、
十
二
支
に
つ
い

て
話
し
合
い
自
分
の
干
支
を
再

確
認
し
な
が
ら
日
本
と
中
国
の

奥
深
い
関
係
に
つ
い
て
も
学
習

し
た
。「
巳
」
の
書
き
順
、
と

め
る
、
は
ね
る
の
運
筆
を
確
認

し
た
後
で
書
き
初
め
に
取
り
組

み
、
半
紙
の
取
り
扱
い
や
墨
汁

の
加
減
に
苦
戦
し
な
が
ら
書
き

上
げ
た
。
台
紙
に
貼
ら
れ
た
自

分
の
作
品
を
受
け
取
る
と
「
わ

ー
お
」
と
満
足
気
な
笑
顔
が
溢

れ
「
面
白
か
っ
た
、
ま
た
や
り

た
い
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
た
。

イ
エ
ー
ル
大
学
日
本
語
ク
ラ
ス

書
き
初
め
体
験

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

Ｌ
Ｉ
校
（
小
島
昇
校
長
）
は
1

月
18
日
、
中
高
等
部
の
生
徒
に

よ
る
「
第
28
回
ス
ピ
ー
チ
大
会

〜
私
の
主
張
」
を
開
催
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
言
葉
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
と

し
て
、
多
く
の
人
の
前
で
発
表

す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
語
の

理
解
を
よ
り
深
め
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
１
９
９
６
年

か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
。
今

年
は
各
ク
ラ
ス
か
ら
選
抜
さ
れ

た
17
人
の
生
徒
が
様
々
な
分
野

に
つ
い
て
主
張
し
た
。

　

真
剣
な
思
い
を
丁
寧
な
言
葉

に
込
め
た
ス
ピ
ー
チ
が
繰
り
広

げ
ら
れ
る
中
、
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
た
の
は
、
高
等
部
2
年
生

の
髙
橋
勇
登
さ
ん
に
よ
る
「
生

徒
会
の
す
す
め
」。
Ｎ
Ｙ
補
習

授
業
校
Ｌ
Ｉ
校
の
生
徒
会
長
で

あ
る
髙
橋
さ
ん
は
、
現
地
校
6

年
生
か
ら
生
徒
会
活
動
に
や
り

が
い
を
見
つ
け
、
ア
イ
デ
ィ
ア

を
出
し
合
い
、
模
索
し
な
が
ら

目
標
を
達
成
し
た
と
き
の
喜
び

や
達
成
感
、
社
会
貢
献
で
き
る

こ
と
に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
。

あ
る
日
、
補
習
校
の
放
課
後
に

後
輩
の
宿
題
を
見
て
あ
げ
た
と

こ
ろ
、
喜
ば
れ
た
経
験
か
ら
、

人
の
役
に
立
て
る
喜
び
を
仲
間

と
シ
ェ
ア
し
た
い
と
思
い
、
高

校
生
が
中
学
生
・
小
学
生
と
交

流
を
深
め
る「
ラ
ン
チ
ク
ラ
ブ
」

を
設
立
し
た
。
ク
ラ
ブ
の
活
動

は
小
さ
な
一
歩
だ
が
、
ク
ラ
ブ

で
交
流
し
た
生
徒
た
ち
が
将
来

日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
再
会

す
る
と
き
、
補
習
校
の
絆
を
繋

ぐ
大
事
な
一
歩
に
な
る
と
信
じ

て
い
る
。「
皆
さ
ん
も
、
楽
し

く
や
り
が
い
が
あ
り
、
自
分
自

身
が
成
長
で
き
る
経
験
が
得
ら

れ
る
生
徒
会
活
動
に
参
加
し
て

み
て
く
だ
さ
い
」
と
、
聴
衆
に

落
ち
着
い
た
ま
な
ざ
し
を
送
り

な
が
ら
、熱
い
思
い
を
伝
え
た
。

受
賞
後
、
髙
橋
さ
ん
は
「
自
分

の
主
張
で
あ
る
『
生
徒
会
を
通

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
貢
献
す

る
』
と
い
う
思
い
を
、
も
し
受

け
取
っ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し

い
で
す
」
と
笑
顔
で
語
っ
た
。

　

菅
野
由
夏
教
頭
は
「
発
表
の

内
容
、
そ
れ
に
聞
き
入
る
生
徒

の
態
度
に
感
動
し
ま
し
た
。
時

事
問
題
、
社
会
問
題
に
対
す
る

考
え
を
主
張
す
る
ス
ピ
ー
チ
。

そ
し
て
、
貴
重
な
経
験
と
将
来

を
結
び
付
け
た
ス
ピ
ー
チ
、
ど

れ
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

日
本
語
で
の
表
現
も
的
確
だ
っ

た
な
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
新

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｌ
Ｉ
校
で

ス
ピ
ー
チ
大
会
開
催

し
い
皆
さ
ん
の
一
面
を
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
う

れ
し
い
で
す
」と
総
評
を
述
べ
、

本
大
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

そ
の
ほ
か
の
入
賞
者
は
次
の

通
り
。
優
秀
賞
・
三
浦
紗
良
さ

ん
（
高
１
）、
ロ
レ
ミ
ル
埜
和

さ
ん
（
高
１
）、
入
賞
・
槝
之

浦
愛
里
さ
ん
（
高
２
）、
石
陽

花
さ
ん
（
高
２
）、
川
上
聖
苗

さ
ん（
中
２
）、審
査
員
特
別
賞
・

ベ
ン
ソ
ン
澪
さ
ん
（
中
２
）。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
櫻
井
幹
也
校
長
）
は
18

日
（
火
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
、

学
校
説
明
会
・
オ
ー
プ
ン
ス
ク

ー
ル
を
実
施
す
る
。
学
校
説
明

会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
開
催
。

　

最
初
に
学
校
説
明
を
行
い
、

９
時
30
分
か
ら
は
校
内
見
学
を

行
う
。
こ
の
時
間
に
児
童
生
徒

が
参
加
し
た
い
場
合
は
、
児
童

生
徒
の
学
年
の
授
業
を
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
終
了
は
10

時
20
分
の
予
定
。
そ
の
後
の
休

み
時
間
の
児
童
生
徒
の
様
子
を

見
学
す
る
こ
と
も
可
能
。

　

申
し
込
み
・
詳
細
は
同

校
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

newjerseyjapaneseschool.
org

を
参
照
す
る
。
オ
ン
ラ
イ

ン
参
加
希
望
者
は
、
申
し
込

み
確
認
後
に
学
校
か
ら Zoom 

ID

・Passcode
が
送
ら
れ
る
。

　

同
校
は
、
文
部
科
学
省
か
ら

の
派
遣
教
員
に
よ
り
、
日
本
の

学
校
と
同
じ
教
育
活
動
（
英
語

を
含
む
）
を
行
う
と
と
も
に
、

米
人
講
師
に
よ
る
Ｅ
Ｓ
Ｌ
授
業

と
英
語
学
習
、
ア
ー
ト
の
授
業

を
英
語
で
行
っ
て
い
る
。
年
３

回
の
英
語
検
定
を
受
験
す
る
こ

と
も
可
能
。
問
い
合
わ
せ
は
電

話
２
０
１
・
４
０
５
・
０
８
８
８

（
教
頭
）
ま
で
。

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校

説
明
会
と
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル　

２
月
18
日
（
火
） 最優秀賞に選ばれた高橋さん

本
年
度
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
の
皆
さ
ん

mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html
https://newjerseyjapaneseschool.org
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
櫻
井
幹
也
校
長
）
初
等

部
は
１
月
29
日
、
近
隣
の
マ
ニ

ト
ー
校
と
の
第
２
回
学
校
間
交

流
を
行
っ
た
。
昨
年
11
月
の
第

１
回
学
校
間
交
流
で
は
マ
ニ
ト

ー
校
を
訪
問
し
た
が
、
今
回
は

日
本
人
学
校
に
招
待
し
、
日
本

文
化
を
紹
介
し
な
が
ら
楽
し
む

活
動
を
実
施
し
た
。

　

開
会
式
で
３
か
月
ぶ
り
に
パ

ー
ト
ナ
ー
と
再
会
し
た
子
ど
も

た
ち
は
、
す
ぐ
に
柔
ら
か
い
表

情
に
な
っ
た
。
開
会
式
後
は
ヘ

ッ
ド
バ
ン
ズ
の
カ
ー
ド
を
使
っ

た
「
ゲ
ス
・
フ
ー
・
ク
イ
ズ
」

を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
よ

り
仲
良
く
な
れ
た
よ
う
で
、
笑

顔
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。 

「
折
り
紙
」
で
は
、
で
き
あ
が

っ
た
作
品
を
見
て
お
も
し
ろ
い

と
笑
い
声
が
あ
が
っ
て
い
た
。

ア
メ
リ
カ
で
も
有
名
な
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
に
つ
い
て
は
「
知
っ
て

る
知
っ
て
る
」
と
大
人
気
で
あ

っ
た
。「
玉
入
れ
と
カ
ッ
プ
ゲ

ー
ム
」
で
は
体
を
使
っ
て
元
気

に
活
動
し
、
互
い
に
協
力
し
な

が
ら
ゲ
ー
ム
を
進
め
た
。「
し

お
り
作
り
」
で
は
、
日
本
人
学

校
の
児
童
が
パ
ー
ト
ナ
ー
の
名

前
の
音
か
ら
名
前
に
ふ
さ
わ
し

い
漢
字
を
考
え
、
手
本
を
準
備

し
て
い
た
。
そ
れ
を
見
な
が
ら

色
紙
に
筆
ペ
ン
で
書
き
、
し
お

り
を
作
っ
た
。
マ
ニ
ト
ー
校
の

児
童
は
漢
字
に
興
味
を
も
ち
、

画
数
の
多
い
字
で
も
手
本
を
よ

く
見
て
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で

い
た
。
英
語
で
日
本
の
文
化
や

遊
び
方
を
伝
え
る
交
流
活
動
を

通
じ
て
、
児
童
た
ち
は
異
文
化

理
解
を
深
め
、
友
情
を
育
む
貴

重
な
時
間
を
共
有
し
た
。

NJ日本人学校
マニトー校と交流 
英語でたくさん話したよ

ケネディ・インターナショナルスクール

節分集会を開催

　

早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｎ
Ｙ
校

の
川
村
で
す
。
先
月
か
ら
、
中

学
受
験
・
高
校
受
験
の
ど
ち
ら

に
も
関
係
す
る
帰
国
生
入
試
に

お
け
る
「
願
書
」「
面
接
」「
作

文
」
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
お

り
ま
す
。
今
回
は
「
作
文
」
に

つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

　

日
本
の
一
般
的
な
入
試
の
作

文
や
小
論
文
と
は
異
な
り
、
帰

国
生
な
ら
で
は
の
経
験
や
視
点

を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の

が
特
徴
で
す
。
た
と
え
ば
、
異

文
化
経
験
に
関
す
る
内
容
で

は
、
海
外
で
驚
い
た
こ
と
や
、

日
本
と
滞
在
国
の
違
い
に
つ
い

て
述
べ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
価
値
観
の
変
化
を

テ
ー
マ
と
す
る
場
合
は
、
海
外

生
活
を
通
し
て
成
長
し
た
こ
と

を
具
体
的
に
書
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
さ
ら
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
問
題
で

は
、
言
葉
の
壁
を
ど
の
よ
う
に

乗
り
越
え
た
か
が
問
わ
れ
ま

す
。
将
来
の
目
標
に
つ
い
て
の

設
問
で
は
、
帰
国
生
と
し
て
ど

の
よ
う
に
成
長
し
た
か
を
振
り

返
り
、
今
後
の
展
望
を
示
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
４
０
０
字
か
ら
６
０
０
字

帰
国
生
中
学
受
験
・
高
校
受
験

「
帰
国
生
受
験
　
作
文
に
つ
い
て
」

8

程
度
の
作
文
を
書
く
の
が
一
般

的
で
す
。
文
章
の
論
理
性
も
重

要
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
「
ど

の
よ
う
な
経
験
を
し
、
ど
う
感

じ
た
か
」
が
明
確
に
伝
わ
る
こ

と
が
評
価
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
経
験
や
学
び
を
入

学
後
に
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て

い
く
の
か
を
説
明
す
る
こ
と
も

大
切
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
過
去
の
出

題
傾
向
を
確
認
し
、
適
し
た
対

策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
特
に
、
難
解
な
表
現
を
避

け
、
分
か
り
や
す
い
文
章
を
書

く
こ
と
を
意
識
し
た
い
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
、「
経
験
↓
気
づ

き
↓
今
後
」の
流
れ
を
意
識
し
、

具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え

る
こ
と
で
、
説
得
力
の
あ
る
作

文
に
仕
上
が
り
ま
す
。
ま
た
日

頃
か
ら
、
経
験
し
た
こ
と
や
、

そ
こ
か
ら
感
じ
た
こ
と
や
学
ん

だ
こ
と
な
ど
を
書
き
溜
め
て
い

く
と
い
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が

き
っ
と
入
試
の
作
文
や
面
接
に

生
き
て
く
る
は
ず
で
す
。

　

次
回
は
「
帰
国
生
入
試
の

す
ゝ
め
」
と
題
し
、
こ
れ
ま
で

の
内
容
を
総
括
す
る
と
と
も

に
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お

伝
え
す
る
予
定
で
す
。

◇

　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
＝
か
わ
む
ら　

こ
う
い
ち
＝
１
９
７
８
年
生
ま

れ
。
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｕ
Ｓ

Ａ
取
締
役
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
校

現
地
代
表
。
２
０
０
２
年
に
株

式
会
社
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
に

入
社
後
、
埼
玉
県
内
の
校
舎
で

小
中
高
生
に
進
学
指
導
を
行

う
。
そ
の
後
、
高
校
受
験
部
英

語
科
目
責
任
者
と
し
て
現
行
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
テ
ス
ト
な
ど

の
基
盤
を
整
え
た
後
、
帰
国
生

入
試
の
専
門
部
署
で
あ
る
国
際

部
に
配
属
。
英
語
専
門
校
舎
統

括
責
任
者
を
経
て
、
23
年
3
月

よ
り
現
職
。

　

ケ
ネ
デ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
全
日
課
程
幼

児
ク
ラ
ス
は
１
月
30
日
、
フ
レ

ン
チ
部
門
の
キ
ン
ダ
ー
ガ
ー
テ

ン
と
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

（
６
〜
８
年
生
）
の
生
徒
を
招

き
、
節
分
集
会
を
行
っ
た
。
集

会
に
向
け
て
、
子
ど
も
た
ち
は

鬼
の
お
面
を
作
っ
た
り
、
鬼
の

歌
を
歌
っ
た
り
し
て
「
ど
ん
な

鬼
が
来
る
の
だ
ろ
う
」
と
こ
の

日
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
。

　

集
会
で
は
、
ま
ず
保
育
士
が

イ
ラ
ス
ト
や
図
を
見
せ
な
が
ら

節
分
の
意
味
、
鬼
に
つ
い
て
、

日
本
で
の
節
分
の
習
わ
し
な
ど

を
紹
介
し
た
。
フ
レ
ン
チ
部
門

の
生
徒
が
鬼
の
イ
メ
ー
ジ
を
把

握
で
き
る
よ
う
に
と
、途
中「
も

も
た
ろ
う
」
の
動
画
も
鑑
賞
し

た
。
節
分
の
説
明
が
終
わ
り
、

豆
ま
き
の
練
習
を
し
た
後
、
ド

ー
ン
ド
ン
と
い
う
太
鼓
の
音
と

共
に
赤
鬼
が
登
場
。
鬼
を
見
る

の
が
初
め
て
の
子
ど
も
が
大
半

を
し
め
る
会
場
は
一
気
に
盛
り

上
が
っ
た
。「
鬼
は
外
！
福
は

内
！
」
と
大
声
で
掛
け
声
を
か

け
な
が
ら
、
紙
で
作
っ
た
豆
を

勢
い
よ
く
投
げ
て
、
合
図
と
共

に
鬼
退
治
を
開
始
し
た
。
邪
気

を
追
い
出
し
、
元
気
で
過
ご
せ

る
よ
う
に
と
い
う
願
い
を
込
め

て
次
か
ら
次
へ
と
投
げ
ら
れ
る

豆
に
さ
す
が
の
鬼
も
つ
い
に
降

参
。
鬼
が
教
室
を
退
出
す
る
と

「
や
っ
た
あ
」
と
歓
喜
が
あ
が

っ
た
。
最
後
は
、
退
出
し
た
鬼

を
再
び
教
室
に
招
き
「
赤
鬼
と

青
鬼
の
タ
ン
ゴ
」
を
一
緒
に
踊

っ
て
集
会
を
終
え
た
。

http://www.gwjs.org
http://www.hiroogakuen.ed.jp/
https://www.joes.or.jp/
https://alto-edu.com/
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１
月
28
日
、
こ
ど
も
の
く
に

幼
稚
園
は
「
お
正
月
交
流
会
」

を
行
っ
た
。
会
場
に
は
子
ど
も

た
ち
の
書
き
初
め
な
ど
が
飾
ら

れ
、
日
本
な
ら
で
は
の
遊
び
の

コ
ー
ナ
ー
が
用
意
さ
れ
た
。
自

分
の
名
前
を
書
い
て
も
ら
え
る

習
字
、
ロ
ケ
ッ
ト
作
り
や
羽
子

板
作
り
を
す
る
製
作
、
飛
行
機

や
指
人
形
、
カ
ラ
ス
の
折
り

紙
、
は
ね
つ
き
、
ひ
も
ゴ
マ
や

手
回
し
ゴ
マ
、
ト
ン
ト
ン
相

撲
、
ぽ
っ
く
り
な
ど
自
分
の
好

き
な
コ
ー
ナ
ー
に
行
っ
て
遊
ん

だ
。
選
ん
だ
着
物
を
着
て
ポ
ー

ズ
を
決
め
て
記
念
撮
影
。
い
つ

も
と
違
う
ぞ
う
り
に
悪
戦
苦
闘

す
る
姿
も
あ
っ
た
。
自
分
で
作

っ
た
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
羽
子
板

を
使
っ
て
、
友
達
と
風
船
羽
根

つ
き
で
対
戦
し
、
時
に
は
す
る

ど
い
ス
マ
ッ
シ
ュ
も
見
ら
れ
て

大
盛
り
上
が
り
だ
っ
た
。
招
待

し
たKol Ami

の
子
ど
も
た
ち

も
一
緒
に
遊
ん
だ
。
餅
つ
き
で

も
同
じ
時
間
を
過
ご
し
た
友
達

と
も
再
会
し
、
日
本
語
と
英
語

で「
幸
せ
な
ら
手
を
た
た
こ
う
」

を
一
緒
に
歌
っ
た
。
紙
コ
ッ
プ

ロ
ケ
ッ
ト
が
思
わ
ぬ
方
向
に
飛

ん
だ
と
き
に
は
「
わ
ー
！
」「
ワ

オ
」
と
驚
き
の
声
が
一
斉
に
上

が
り
、
み
ん
な
が
目
を
輝
か
せ

て
い
た
。
太
鼓
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
競
う
よ
う
に
大
き
な
音
を
鳴

ら
し
、
満
足
げ
な
表
情
を
浮
か

べ
る
姿
も
見
ら
れ
た
。
言
葉
を

超
え
て
心
が
通
い
合
う
、
温
か

い
ひ
と
と
き
と
な
っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
）
は
１
月

27
日
、
４
年
生
「
10
歳
の
つ
ど

い
」
を
行
っ
た
。
10
歳
と
い
う

節
目
を
迎
え
る
子
供
た
ち
を
祝

い
、
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
考

え
る
大
切
な
時
間
と
し
て
実
施

し
た
。
式
典
で
は
、
校
長
先
生

が
「
成
長
証
書
」
が
一
人
一
人

に
手
渡
し
た
。
証
書
を
受
け
取

っ
た
児
童
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で

の
歩
み
を
振
り
返
り
つ
つ
、
自

分
の
将
来
へ
の
決
意
を
堂
々
と

発
表
し
た
。
親
へ
の
感
謝
を
込

め
た
言
葉
や
、
夢
へ
の
思
い
を

力
強
く
語
る
姿
に
、
会
場
か
ら

は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

「
10
歳
の
つ
ど
い
」
は
、
子
供

た
ち
の
未
来
へ
の
第
一
歩
を
祝

う
、感
動
的
な
一
日
と
な
っ
た
。

4
年
生
「
10
歳
の
つ
ど
い
」
開
催

未
来
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て

こどものくに幼稚園お
正
月

交
流
会

 　
硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
２
５
年
度
第
57

回
目
春
期
の
課
題
を
発
表
し
ま
す
。
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
し
、
見
本
に
あ

る
各
レ
ベ
ル
別
の
課
題
を
規
定
用
紙
に
書
写
し

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

【
選
考
作
品
の
発
表
】
4
月
12
日
号

応
募
締
切
：
4
月
2
日
（
水
）
必
着

●
幼
児
の
部

　

力
を
込
め
て
、
丁
寧
に
ゆ
っ
く
り
書
き
ま
し

ょ
う
。

●
小
学
１
・
２
年
の
部

　

一
点
一
画
の
と
め
、
は
ね
、
は
ら
い
を
き
ち

ん
と
書
き
表
す
よ
う
に
し
ま
す
。

●
小
学
３
・
４
年
の
部

　

正
し
い
字
は
正
し
い
書
き
順
が
大
切
で
す
。

特
に
漢
字
は
書
き
順
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
小
学
５
・
６
年
の
部

　

字
と
字
の
間
を
均
等
に
あ
け
、
字
の
大
き
さ

を
揃
え
な
が
ら
書
き
ま
す
。

●
中
学
の
部

　　

マ
ス
の
中
心
に
字
を
書
く
、
行
の
書
き
始
め

を
揃
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

●
高
校
・
一
般
の
部

　

一
文
字
ず
つ
丁
寧
に
書
く
こ
と
は
最
初
か
ら

最
後
の
字
ま
で
同
じ
リ
ズ
ム
の
表
現
に
繋
が
り

ま
す
。

応
募
規
定

 　
応
募
は
必
ず
指
定
の
書
写
用
紙
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。
規
定
用
紙
は
、
弊
紙
デ
ジ
タ
ル
版

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（www.nyseikatsu.com

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

学
年
／
年
齢
別
の
「
課
題
」
を
書
写
し
、
用

紙
の
下
段
に
あ
る
必
要
事
項
（
団
体
名
、
連
絡

先
等
）
を
記
入
。

　

他
団
体
や
コ
ン
ク
ー
ル
に
未
提
出
で
作
品
で

あ
る
こ
と
が
前
提
。
応
募
作
品
の
返
却
は
で
き

ま
せ
ん
。
原
則
と
し
て
米
国
に
在
住
の
方
の
応

募
に
限
定
。

　

紙
面
掲
載
作
品
の
中
か
ら
年
間
最
優
秀
大

賞
、
優
秀
賞
、
年
間
で
一
番
作
品
点
数
が
多
か

っ
た
団
体
（
学
校
・
教
室
単
位
）
に
団
体
賞
を

選
出
し
、
協
賛
の
米
国
ゼ
ブ
ラ
社
よ
り
豪
華
筆

記
用
具
景
品
の
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

＊
作
品
の
送
付
は
で
き
る
限
り
Ｅ
メ
ー
ル

（info@nyseikatsu.com

）
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。
作
品
の
画
像
デ
ー
タ
を
メ
ー
ル
に
添

付
し
て
送
信
く
だ
さ
い
（
ス
キ
ャ
ン
し
た
Ｐ

Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
が
が
望
ま
し
い
）。
も
し
ど
う
し

て
も
郵
送
に
な
る
場
合
は
、
事
前
に
前
述
の

Ｅ
メ
ー
ル
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

第
57
回
春
季
課
題
の
発
表

協賛：米国ゼブラ社

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校

https://www.kikokushijoacademy.com/
http://www.betteratmath.com
https://miray109.com/
http://shidogakuin.com
https://starchildny.com/
https://www.jhls.org/
https://www.nykoyamashodo.com/
https://www.aozoragakuen.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@nyseikatsu.com
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幼
児
の
部

小
学
五
年
・
六
年
の
部

 

中
学
の
部

  

高
校
・
一
般
の
部

小
学
一
年
・
二
年
の
部

小
学
三
年
・
四
年
の
部

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
・
Ｗ
校

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
・
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校

テ
キ
サ
ス
州
・
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校

豊
田
書
道
教
室
︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
︶

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
・
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
・
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
・
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
︵
全
日
制
︶

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
・
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
︵
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
︶

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
︵
全
日
制
︶

テ
ネ
シ
ー
州
・
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校

テ
キ
サ
ス
州
・
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
・
水
曜
書
写
ク
ラ
ブ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
・
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

友
人
学
園
小
学
校
︵
オ
レ
ゴ
ン
州
・
ユ
ー
ジ
ー
ン
市
︶

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
・
Ｗ
校

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校
︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
︶

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
︵
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
︶

テ
ネ
シ
ー
州
・
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校

　
硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
第
56
回
冬
期
課
題
の
選
考
作

品
27
点
を
発
表
し
ま
す
。

　
紙
面
に
掲
載
さ
れ
た
選
考
作
品
の
な
か
か
ら
、
年
度

末
に
年
間
最
優
秀
大
賞
と
優
秀
賞
を
選
出
し
、
米
国
ゼ

ブ
ラ
社
よ
り
豪
華
筆
記
用
具
セ
ッ
ト
の
賞
品
と
賞
状
が

授
与
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
年
間
を
通
し
て
作
品
の
応
募

数
が
一
番
多
か
っ
た
団
体
に
は
、
特
別
団
体
賞
と
し
て

応
募
人
数
分
の
ゼ
ブ
ラ
ペ
ン
を
進
呈
し
ま
す
。

　
課
題
の
見
本
と
規
定
用
紙
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.nyseikatsu.com

 

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
応
募
要
項
の
詳
細
も
同
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

次
回
第
57
回
春
期
課
題
は
、
本
号

︵
２
月
８
日
号
︶
13
面
で
発
表
に

な
っ
て
い
ま
す
。

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

 

第
56
回
冬
期
課
題
選
考
作
品
発
表

 協賛：米国ゼブラ社

2025年（令和 7年）2月 8日（土） ［教　育］　　（14  ）

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com


　
「
う
わ
ー
ラ
ッ
キ
ー
！
と
び

う
お
だ
。」
四
国
に
行
く
船

か
ら
と
び
う
お
を
見
ま
し
た
。

夏
休
み
の
間
わ
た
し
は
、
い

ろ
ん
な
生
き
物
を
つ
か
ま
え

ま
し
た
。
そ
れ
は
、く
わ
が
た
、

か
ま
き
り
、
ば
っ
た
、
空
を

と
ん
で
た
と
ん
ぼ
、
赤
ち
ゃ

ん
も
ち
の
か
に
、
ざ
り
が
に
、

ど
ん
こ
で
す
。
ど
ん
こ
は
、
魚

で
と
げ
が
体
の
上
の
真
ん
中

に
あ
っ
て
、
体
が
太
く
っ
て
、

口
び
る
が
太
く
っ
て
、
ぷ
に

ぷ
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

さ
い
し
ょ
に
つ
か
ま
え
た

の
は
、
ば
っ
た
だ
け
ど
か
ん

た
ん
で
し
た
。
ち
ょ
っ
と
だ

け
日
本
に
あ
る
学
校
に
行
っ

て
い
て
黒
と
ん
ぼ
を
つ
か
ま

え
ま
し
た
。
羽
は
、
ざ
ら
ざ

ら
し
て
い
る
紙
み
た
い
で
し

た
。
日
本
か
ら
帰
る
日
の
三

（15）　　 ［作文のページ］ 2025年（令和 6年）2月 8日（土 )

週刊 NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
 ●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください
（随時募集）。ただし、未発表の作品に限ります。●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚
半）を目安に最長2000 字まで。●住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名を明記、
写真を必ず添えて  nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお送りください。

主催 :ニューヨーク生活プレス社　後援 : 全日本空輸株式会社

　

ぼ
く
は
、
先
日
、
国
際
連

合
日
本
代
表
部
と
国
連
本
部

に
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
国

際
連
合
日
本
代
表
部
で
は
、

お
話
を
聞
き
、
国
連
本
部
で

は
、
ツ
ア
ー
を
し
ま
し
た
。

今
回
の
見
学
で
心
に
残
っ
た

こ
と
を
二
つ
紹
介
し
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
外
交
官
の
方

の
お
話
で
す
。
お
話
で
は
、

外
交
官
と
は
な
に
か
、
国
連

と
は
な
に
か
や
人
生
で
大
切

な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
話
で
特
に
印
象
に

残
っ
た
こ
と
は
、
人
生
に
お

い
て
大
切
な
こ
と
は
、
他
者

と
の
関
わ
り
と
い
う
言
葉
で

す
。
中
高
生
時
代
に
部
活
や

生
徒
会
な
ど
の
関
わ
り
合
い

や
国
連
で
の
仕
事
で
出
会
っ

た
人
と
の
関
係
を
通
じ
て
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
そ
の
人

た
ち
か
ら
教
わ
っ
た
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
ぼ
く

も
、
今
い
る
友
達
と
仲
を
深

め
て
、
最
高
の
学
校
生
活
を

過
ご
し
た
い
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
国
連
の
す
ご

さ
で
す
。
ぼ
く
は
、
国
連
の

総
会
ホ
ー
ル
と
信
託
統
治
理

事
会
に
行
き
ま
し
た
。
国
連

で
は
、
外
に
銃
を
な
く
そ
う

な
ど
の
像
が
あ
っ
た
り
、
環

境
に
良
い
素
材
を
使
っ
た
も

の
が
置
い
て
あ
っ
た
り
、
世

界
の
平
和
や
安
定
の
た
め
の

も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
ぼ
く
は
、こ
れ
ら
を
見
て
、

こ
う
い
う
小
さ
い
こ
と
で
も

い
い
か
ら
平
和
や
環
境
の
こ

と
を
伝
え
る
も
の
が
あ
れ
ば

世
界
の
人
々
が
リ
サ
イ
ク
ル

な
ど
平
和
の
た
め
に
で
き
る

の
に
と
思
い
ま
し
た
。
ほ
か

に
も
爆
弾
の
こ
と
を
説
明
す

る
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
三
ド
ル

で
地
雷
が
買
え
る
と
書
い
て

あ
り
、
こ
ん
な
危
険
な
も
の

が
、
子
供
が
買
え
る
ぐ
ら
い

の
値
段
で
売
っ
て
あ
る
な
ん

て
と
て
も
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
、
日
本
に
原

子
爆
弾
が
落
と
さ
れ
た
時
の

像
が
展
示
し
て
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
像
は
、
背
中
が
熱
で
溶

け
て
無
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
こ
の
像
を
見
て
、

石
も
溶
け
る
よ
う
な
熱
を
浴

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

「
一
生
忘
れ
る
こ
と
の
な
い

修
学
旅
行
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
W
校
中
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
峯
　
珠
穂

「わたしがお魚になるところ」
　　　　　ニューヨーク育英学園サタデースクールNJ 校小２
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　いた谷　なぎさ

し
た
。
一
つ
一
つ
も
う
二
度

と
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ

り
ま
せ
ん
よ
う
に
と
願
い
な

が
ら
折
り
ま
し
た
。
そ
の
後

は
、
原
爆
体
験
者
の
家
族
か

ら
お
話
を
聞
き
、
起
き
た
こ

と
す
べ
て
ゆ
っ
く
り
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
私
が
そ
の
中
で

一
番
心
に
刺
さ
っ
た
お
話
は
、

黒
い
雨
と
、
元
安
川
の
二
つ

の
お
話
で
す
。
黒
い
雨
は
原

子
爆
弾
の
風
や
火
災
か
ら
引

き
起
こ
さ
れ
、
雨
と
混
ざ
っ

て
起
き
た
こ
と
だ
と
い
う
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て

元
安
川
は
原
爆
ド
ー
ム
の
前

に
あ
る
川
で
す
。
そ
の
方
は

こ
う
お
っ
し
ゃ
ら
れ
ま
し
た
。

「
色
々
な
と
こ
ろ
が
火
で
覆
わ

れ
て
お
り
、
皆
や
け
ど
を
覆

っ
て
い
た
の
で
、
目
の
前
に

あ
っ
た
川
に
飛
び
込
ん
で
行

っ
た
の
だ
」
と
。
そ
し
て
私

は
、
目
の
前
に
川
が
あ
っ
て

よ
か
っ
た
な
、
と
思
い
ま
し

た
。
で
も
彼
女
は
そ
の
後
に

こ
う
言
い
ま
し
た
。 
「
火
傷
を

覆
っ
た
体
の
状
態
で
水
の
中

に
入
っ
た
ら
死
ぬ
」
と
。 
そ

こ
で
、 

な
ぜ
こ
ん
な
に
も
死
者

数
が
多
い
の
か
を
理
解
し
ま

し
た
。 

皆
が
一
斉
に 

川
の
中

に
飛
び
込
ん
で
死
ん
で
し
ま

っ
た
の
で
す
。 

私
は
こ
の
悲

惨
な
話
を
聞
き
、
全
て
の
話

が
胸
に
刺
さ
り
ま
し
た
。 

 　
で
も
、 

私
は
こ
れ
を
聞
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
一
生
忘
れ
て
は
い
け

な
い
こ
と
だ
と 

い
う
こ
と
で

す
。
こ
の
こ
と
は
、
一
生
引

き
起
こ
し
て
は
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
二
度
と
同

じ
こ
と
を
繰
り
返
し
て
は
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。                                                                 　

そ
し
て
も
う
二
度
と
こ
の
よ

う
な
辛
い
思
い
を
人
々
に
さ

せ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

私
の
今
送
っ
て
い
る
生
活

を
当
た
り
前
の
生
活
だ
と
思

っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
も
し

っ
か
り
と
受
け
止
め
ま
し
た
。 

そ
し
て
辛
い
思
い
を
し
た

人
々
に
は
、
も
う
二
度
と
同

じ
経
験
を
し
て
ほ
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　

現
在
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や

ロ
シ
ア
の
戦
争
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
す
ぐ
に
で
も
そ

れ
が
終
わ
る
よ
う
に
と
、
私

は
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
そ

の
戦
争
が
終
わ
っ
て
も
、
も

う
世
界
で
二
度
と
戦
争
と
い

う
も
の
が
繰
り
返
さ
れ
な
い

こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま

す
。　

　
　

   　
（
滞
米
１
年
６
か
月
）

び
た
昔
の
日
本
の
人
々
は
、
ど

ん
な
に
苦
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う

か
と
思
い
、
早
く
こ
ん
な
も
の

が
世
界
か
ら
な
く
な
れ
ば
い
い

の
に
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
こ
に

は
、
ほ
か
に
も
世
界
の
毎
日
の

軍
事
費
が
書
か
れ
て
い
る
も
の

が
あ
り
、
と
て
も
多
く
て
、
こ

ん
な
こ
と
よ
り
も
紛
争
や
戦
争

を
し
て
い
る
場
所
の
支
援
な
ど

に
使
っ
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま

し
た
。

　

ぼ
く
は
、
今
回
の
見
学
を
通

じ
て
、
友
達
の
大
切
さ
と
平
和

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
ぼ

く
も
友
達
を
大
切
に
生
き
て
い

き
た
い
で
す
。
ま
た
、
世
界
が

平
和
に
な
る
た
め
に
、
募
金
活

動
な
ど
を
積
極
的
に
し
た
い
で

す
。

　
　
　
　
（
滞
米
７
年
２
か
月
）

　

わ
た
し
が
わ
た
し
の
家
で

一
番
す
き
な
と
こ
ろ
は
、
自

分
の
へ
や
で
す
。
な
ぜ
か
と

い
う
と
、
自
分
だ
け
の
ば
し

ょ
だ
か
ら
で
す
。

　

わ
た
し
は
い
つ
も
、
自
分
の

へ
や
で
べ
ん
き
ょ
う
し
ま
す
。

前
は
リ
ビ
ン
グ
で
べ
ん
き
ょ

う
し
て
い
た
の
で
す
が
、
妹

た
ち
に
じ
ゃ
ま
さ
れ
る
の
で
、

し
ず
か
な
ば
し
ょ
で
べ
ん
き

ょ
う
で
き
る
よ
う
に
、
つ
く

え
を
買
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

白
い
、
ひ
き
出
し
が
五
つ
あ

る
つ
く
え
で
す
。
ひ
き
出
し

に
は
り
ょ
行
の
お
み
や
げ
や

ポ
ケ
モ
ン
カ
ー
ド
な
ど
、
大

切
な
も
の
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

へ
や
に
は
ベ
ッ
ド
も
あ
り

ま
す
。
わ
た
し
は
そ
こ
で
一

人
で
ね
て
い
ま
す
。
ベ
ッ
ド

は
二
だ
ん
ベ
ッ
ド
で
、
家
の

形
で
す
。
二
か
い
か
ら
下
ま

で
す
べ
り
台
で
下
り
ら
れ
ま

す
。
ふ
わ
ふ
わ
の
ま
く
ら
と

ふ
と
ん
も
あ
り
ま
す
。
さ
み

し
く
な
い
よ
う
に
、
ぬ
い
ぐ

る
み
を
お
い
て
い
る
け
れ
ど
、

ま
だ
一
人
で
ね
る
の
は
さ
み

し
い
で
す
。

　

わ
た
し
は
へ
や
で
、
本
を

読
ん
だ
り
絵
を
か
い
た
り
、

自
分
が
す
き
な
こ
と
を
し
ま

す
。
そ
の
時
わ
た
し
は
、
お

魚
に
な
っ
て
池
の
中
を
す
い

す
い
お
よ
い
で
い
る
よ
う
に

か
ん
じ
ま
す
。
今
日
も
わ
た

し
は
お
気
に
入
り
の
ば
し
ょ

で
、
自
ゆ
う
に
楽
し
く
お
よ

ぎ
ま
す
。

　
　

   　
（
滞
米
３
年
６
か
月
）

　

私
は
、
こ
の
日
、
一
番
心

に
し
み
る
よ
う
な
こ
と
を
目

に
し
ま
し
た
。
小
学
六
年
生

だ
っ
た
私
は
、
学
校
の
修
学

旅
行
で
広
島
ヘ
行
き
ま
し
た
。

戦
争
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、

そ
し
て
な
ぜ
起
こ
し
て
は
い

け
な
い
か
を
自
分
で
学
び
に

行
き
ま
し
た
。

　

千
九
百
四
十
五
年
、
八
月

六
日
、
午
前
八
時
十
五
分
、

第
二
次
世
界
大
戦
中
に
広
島

市
へ
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ

ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
日
の

こ
と
を
知
る
た
め
に
広
島
に

あ
る
、
広
島
平
和
記
念
資
料

館
を
訪
れ
ま
し
た
。
中
に
入

る
と
、
被
災
者
た
ち
の
写
真

が
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
私

は
そ
の
よ
う
な
写
真
を
普
段

は
目
に
す
る
よ
う
な
こ
と
が

一
度
も
な
か
っ
た
の
で
こ
の

初
め
て
の
光
景
に
胸
が
痛
み

ま
し
た
。

　

そ
し
て
奥
へ
と
進
む
と
、

被
災
者
た
ち
の
持
ち
物
や
遺

品
が
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
も
の
は
破
れ
て

い
た
り
黒
く
焦
げ
て
い
た
り

し
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
一

つ
目
が
止
ま
る
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

中
学
生
く
ら
い
の
制
服
が
焦

げ
て
茶
色
い
血
の
よ
う
な
も

の
と
、
真
っ
黒
に
焦
げ
て
し

ま
っ
た
お
弁
当
箱
の
よ
う
な

も
の
で
す
。
学
校
ヘ
行
こ
う

と
し
て
母
に
持
た
せ
て
も
ら

っ
た
お
弁
当
を
持
っ
て
歩
い

て
い
た
と
こ
ろ
原
爆
が
落
ち

て
き
て
命
を
落
と
し
て
し
ま

っ
た
子
だ
と
理
解
し
ま
し
た
。

す
べ
て
の
も
の
が
目
を
そ
む

け
た
く
な
る
よ
う
な
も
の
ば

か
り
で
し
た
。
私
た
ち
の
今

の
「
普
通
」
の
暮
ら
し
で
は

見
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
後
も
、

被
災
者
全
員
の
名
前
を
目
に

し
ま
し
た
。
約
十
四
万
人
の

人
々
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

私
の
年
齢
で
亡
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
子
供
た
ち
も
た
く
さ

ん
い
ま
し
た
。
す
べ
て
信
じ

る
こ
と
の
で
き
な
い
現
実
ば

か
り
で
し
た
。

　

私
は
平
和
記
念
資
料
館
を

出
た
後
に
、
折
り
鶴
を
折
り
ま

「
友
達
の
大
切
さ
と
平
和
の
大
切
さ
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
保
　
諒
輔

「
い
ろ
ん
な
生
き
物
に
出
会
っ
た
よ
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
橋
　
未
幸

日
か
四
日
前
、
空
に
と
ん
で
る

赤
と
ん
ぼ
を
つ
か
ま
え
ま
し

た
。
す
ご
く
赤
く
っ
て
体
全
体

が
赤
色
で
し
た
。
で
も
羽
は
、

と
う
め
い
で
し
た
。
元
気
が
あ

り
す
ぎ
て
写
真
が
と
れ
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
今
度
行
っ
た
ら
か

な
ら
ず
つ
か
ま
え
た
い
で
す
。

　

他
に
は
、
ま
が
玉
を
作
っ
て

い
る
所
で
く
わ
が
た
虫
を
二
ひ

き
も
ら
い
ま
し
た
。
強
い
の
こ

ぎ
り
く
わ
が
た
と
、
ち
ょ
っ
と

弱
い
小
く
わ
が
た
を
く
れ
ま
し

た
。
も
ら
っ
た
あ
と
、
く
わ
が

た
を
育
て
る
た
め
の
ざ
い
り
ょ

う
を
買
い
ま
し
た
。
も
っ
と
く

わ
が
た
虫
を
つ
か
ま
え
る
た

め
、
さ
と
う
水
を
木
に
つ
け
て

お
き
ま
し
た
。
そ
し
て
夕
方
に

な
っ
た
ら
く
わ
が
た
虫
を
つ
か

ま
え
ら
れ
ま
し
た
。
夜
ま
で
つ

か
ま
え
ま
し
た
。
め
す
二
ひ
き

と
大
き
い
お
す
二
ひ
き
を
つ
か

ま
え
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
に
帰

る
前
に
く
わ
が
た
虫
を
に
が
す

と
き
、
な
く
の
を
が
ま
ん
し
ま

し
た
が
、
帰
り
の
ひ
こ
う
き
の

せ
き
で
い
っ
ぱ
い
な
き
ま
し

た
。

　

他
に
は
、
か
ま
き
り
は
草
の

所
で
見
つ
け
て
、
赤
ち
ゃ
ん
も

ち
の
か
に
は
、
あ
め
ん
ぼ
を
見

て
た
と
き
つ
か
ま
え
て
、
ど
ん

こ
も
す
な
の
所
で
見
つ
け
、
ざ

り
が
に
は
石
の
す
き
ま
で
見
つ

け
ま
し
た
。

　

世
界
は
広
く
っ
て
、
い
ろ
ん

な
生
き
物
が
い
て
す
ご
い
な
と

思
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
の

こ
ぎ
り
く
わ
が
た
は
、
ど
の
く

ら
い
強
い
の
か
、と
び
う
お
は
、

ど
う
や
っ
て
と
ぶ
の
か
調
べ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

   　
（
米
国
生
ま
れ
）

https://japaneseschool.org
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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独
立
記
念
日
の
花
火
を
特
等
席
か
ら
楽
し
む
　

近
年
、
新
し
い
ア
パ
ー
ト
物
件
が
ぎ
っ
し
り
と
建
ち
並
ぶ

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
対
岸
の
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
・
シ
テ
ィ
ー
。

イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
を
隔
て
て
地
下
鉄
で
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ

ル
駅
ま
で
わ
ず

か
10
分
足
ら
ず

の
便
利
な
立
地
。

リ
バ
ー
ビ
ュ
ー

だ
け
で
な
く
、

独
立
記
念
日
に

は
、
部
屋
の
テ

ラ
ス
目
の
前
で

花
火
が
一
望
で

き
る
特
等
席
に

な
る
。
２
寝
室

で
、
２
バ
ス
ル

ー
ム
、
室
内
洗

濯
機
、
乾
燥
機

付
き
。
ド
ア
マ
ン
、
ジ
ム
、
ゲ
ー
ム
ル
ー
ム
も
完
備
。
家
賃

は
６
０
９
０
ド
ル
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
２
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
を

探
す
よ
り
は
割
安
だ
。
新
築
な
の
が
嬉
し
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
３
４
７
・
５
４
６
・
５
３
１
８
、

Ｅ
メ
ー
ル　

rika.furumoto@gmail.com

　

山
崎
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
古
本
不
動
産
）

EVENT
■ NYC・ウインター・アウティング
＝ 2/9まで　市内 5区　毎年恒例の
NY市による 4つのプロモーションイ
ベント。宿泊費 25％オフの「ホテル
ウィーク」、２コースランチ・３コー
スディナーが 30・45・60ドルのいず
れかで楽しめる「レストランウィー
ク」、ミュージカルや博物館・美術館・
各種ツアーなどのチケットを 1枚分の
料金で 2枚買うことができる「ブロー
ドウエーウィーク」と「マストシー
ウィーク」。観光オフシーズンを楽し
もう。
詳 細 は https://www.nyctourism.com/
nyc-winter-outing/
■ NYファッションウィーク＝ 2/6～
2/11  Starrett-Lehigh Building（601 W 
26th St,）米国ファッションデザイナー
協議会が主催する、春と秋に開催され
るファッションイベント。有名デザイ
ナーから新進気鋭のデザイナーまで、
多様なブランドが次の秋冬シーズンの
最新コレクションを発表する。 
詳細は https://nyfw.com/
■第 27回旧正月を祝うフェスティバ
ル＆パレード＝ 2/16　11:30～ 15:30  
(Bayard St between Mulberry and Mott 
St）チャイナタウンで旧正月（春節）
を祝うイベント。伝統的な中国の獅子
舞も多くのチームが参加する。パレー
ドは 13:00から。
詳細は http://betterchinatown.com/

MUSIC
■ミュージック・フロム・ジャパン
＝ 2/21・22　Scandinavia House（58 
Park Ave,）雅楽アンサンブルと新進気
鋭の委嘱作曲家 5人を NYに招聘。雅
楽グループ「時の聲」によるコンサー
ト（21日）、コンサート「最近の日本
の音 V」（22日）などが行われる。演
奏は、宮田まゆみ（笙ソロ）、〆野護
元（龍笛）、國本淑恵（篳篥）、中村華
子（笙）、伊﨑善之（琵琶）、城戸さく
ら（箏）。入場料：＄25～ 55
詳 細 は https://www.musicfromjapan.
org

THEATRE/DANCE 
■ キ ャ バ レ ー シ ョ ー「Wait, 
What/!」 ＝ 2/12・19・26　19:00  
Don’t Tell Mama（343 W 46th St.）
藤聖沙（Seisa）主演・プロデュース・
脚本の全 6回のキャバレーショー。
Seisa が 90年代の東京で過ごした
青春時代から、舞台演技へとキャ
リアを転換した経歴まで、6つの
章で構成。それぞれの章は独立し
た内容で、ユーモア、音楽、笑い
と感動を提供する。入場料：＄25
＋ミニマム 20ドル。
詳 細 は h t t p s : / / w w w .
waitwhatcabaret.com/tickets
■セーラームーン 2・5 次元舞
台北米ツアー「 Pretty Guardian 
Sailor Moon: The Super Live」 ＝
3/12～ 4/26   武内直子原作のマ
ンガ「美少女戦士セーラームー
ン」をもとにしたパフォーマン
スショー。全米 20 都市で上演
す る。NJ は 4/18（New Jersey 
Performing Arts Center）、CT は
4/19（The Bushnell Center For 
The Performing Arts）、NYは 4/24
～ 26（Palladium Times Square）
にて。
詳 細 は h t t p s : / /
sailormoonsuperlive.com/

ART
■板東綾子の個展「Memories of 
Light」＝ 2/18まで　International 
Center of  CCCS（80 Maiden 
Lane, 14F）美しい自然の風景を撮
影した写真をプリントして除光液
で和紙に転写する技法で制作した
「光の記憶」シリーズ作品を展示す
る。入場無料。
詳細は https://artspheres.org
■日本クラブ特別企画展 「和紙の
芸術表現 : 伝統から未来へ」＝
2/21まで　日本ギャラリー（145 
W 57th St. 7F）柔らかな光を通し
て「侘び」の美入場無料。
詳 細 は https://nippongallery.nip-
ponclub.org/
■アンネ・フランク展＝ 4/30ま
で　Center for Jewish History（15 
West 16th St,）第 2次大戦中のユ
ダヤ人迫害の被害者で、『アンネの
日記』を書いたことで知られる少
女の短い人生を振り返る。ナチス
から逃れるために 2年間潜伏して
いた隠れ家をアムステルダム以外
で初めて原寸大で再現する。入場
料：一般＄21～、17歳以下＄16～。
土曜休館。
詳 細 は https://www.annefrankex-
hibit.org

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。

We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

http://kiku-ny.com
https://www.redacinc.com/
mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://www.shoenrealty.com
mailto:tmamoru@msn.com
tel:9176780297
mailto:rika.furumoto@gmail.com
https://nyfw.com/
http://betterchinatown.com/
https://www.musicfromjapan
https://artspheres.org
https://nippongallery.nip-ponclub.org/
https://nippongallery.nip-ponclub.org/
https://nippongallery.nip-ponclub.org/
https://www.annefrankex-hibit.org
https://www.annefrankex-hibit.org
https://www.annefrankex-hibit.org
https://www.nyctourism.com/nyc-winter-outing/
https://sailormoonsuperlive.com/
https://www.waitwhatcabaret.com/tickets
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サ
ウ
ナ
発
祥
の
地
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
へ
サ
ウ
ナ
に
入
り
に
行
っ

て
来
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら

8
時
間
弱
の
フ
ラ
イ
ト
、
飛
行

機
の
窓
か
ら
見
た
２
０
２
５
年

の
元
旦
の
朝
日
は
丸
い
虹
と
共

に
輝
い
て
い
た
。
そ
の
神
々
し

い
空
を
見
て
い
る
と
、「
サ
ウ

ナ
は
た
だ
の
入
浴
で
も
な
け
れ

ば
娯
楽
で
も
な
い
、
神
聖
な
儀

式
な
の
だ
」
と
何
者
か
が
囁
い

て
い
る
様
な
気
が
し
た
。

　

雪
に
覆
わ
れ
た
ヘ
ル
シ
ン
キ

の
空
港
に
到
着
し
、
公
共
バ
ス

で
ホ
テ
ル
へ
向
か
う
た
め
に
券

売
機
の
前
に
立
つ
。
チ
ケ
ッ
ト

の
種
類
は
Ａ
Ｂ
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
、
Ａ

Ｂ
Ｃ
Ｄ
と
だ
け
表
示
さ
れ
た
地

図
が
書
か
れ
て
い
る
。
さ
て
、

ど
う
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
空
港

の
位
置
と
市
街
地
の
位
置
か
ら

想
定
す
る
と
多
分
Ａ
Ｂ
だ
ろ

う
。
で
も
間
違
っ
て
い
て
面
倒

な
事
に
な
る
の
は
避
け
た
い
。

通
り
か
か
っ
た
空
港
職
員
に
尋

ね
る
と
、
空
港
（
Ａ
）
か
ら
ホ

テ
ル
の
あ
る
ハ
カ
ニ
エ
ミ
地

区
（
Ｂ
）
ま
で
は
Ａ
Ｂ
Ｃ
だ
と

教
え
て
く
れ
た
。
聞
い
て
良
か

っ
た
。
な
ぜ
Ｃ
が
入
る
の
か
は

知
ら
な
く
て
良
し
と
し
た
。
き

っ
と
こ
の
仕
組
み
は
、
一
度
憶

え
た
ら
も
の
す
ご
く
簡
単
だ
け

ど
、
聞
か
な
け
れ
ば
分
か
ら
な

い
。
世
の
中
に
は
多
々
あ
る
事

だ
。

　

1
日
目
、
ホ
テ
ル
の
フ
ロ
ン

ト
の
女
性
に
最
寄
り
の
サ
ウ
ナ

を
尋
ね
る
と「
分
か
り
ま
せ
ん
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
サ
ウ
ナ
に
は
行
か

な
い
の
で
、
サ
ウ
ナ
は
家
に
あ

る
か
ら
」
と
ド
ヤ
顔
で
言
わ
れ

た
。
も
ち
ろ
ん
私
は
出
発
1
か

月
以
上
前
か
ら
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
サ
ウ
ナ
に
つ
い
て
は
調
べ
て

い
た
。
サ
ウ
ナ
の
数
は
公
共
、

私
有
合
わ
せ
３
０
０
万
以
上
、

サ
マ
ー
ハ
ウ
ス
、
ア
パ
ー
ト
に

も
サ
ウ
ナ
が
あ
る
事
は
知
っ
て

い
た
。
だ
が
、
地
元
民
の
情
報

が
ほ
し
か
っ
た
。
別
の
フ
ロ
ン

ト
の
女
性
がAllas Sea Pool

と
答
え
て
く
れ
た
。
港
に
あ
る

ス
イ
ミ
ン
グ
プ
ー
ル
と
サ
ウ
ナ

施
設
へ
、
観
光
名
所
の
教
会
と

図
書
館
で
暖
を
と
り
つ
つ
、
雪

を
踏
む
音
が
響
く
静
か
な
道
を

歩
い
た
。
サ
ウ
ナ
は
自
動
ロ
ウ

リ
ュ
だ
っ
た
の
が
残
念
だ
が
、

初
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
サ
ウ
ナ
に
は

丁
度
良
か
っ
た
。
観
覧
車
の
一

室
が
サ
ウ
ナ
に
な
っ
て
い
る
の

も
見
え
た
し
。

　

2
日
目
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
サ

ウ
ナ
と
言
え
ば
ア
ヴ
ァ
ン
ト
、

ア
ヴ
ァ
ン
ト
と
言
え
ば
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
サ
ウ
ナ
。
ア
ヴ
ァ
ン
ト

と
は
、
凍
っ
た
湖
に
開
け
た
穴

に
、
サ
ウ
ナ
で
温
ま
っ
た
身
体

で
入
る
事
。
待
望
の
凍
っ
た
湖

が
あ
るKotiharjun sauna

に

は
ナ
ビ
を
頼
り
に
バ
ス
を
乗
り

継
い
で
行
っ
た
。
車
内
に
は
停

車
す
る
場
所
が
表
示
さ
れ
て
は

い
る
が
、
ナ
ビ
の
表
示
と
字
面

が
違
う
。
隣
に
座
っ
た
女
性
に

尋
ね
た
ら
、
ど
ち
ら
か
が
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
語
で
ど
ち
ら
か
が
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
語
だ
と
言
っ
て
い

た
。「Kotiharjun

」(

読
み
方

不
明)

に
な
ん
と
か
辿
り
着
い

た
時
、
す
で
に
あ
た
り
は
暗
く

な
っ
て
い
た
。
午
後
4
時
。
森

が
美
し
い
。
空
気
も
澄
ん
で
い

る
。
昨
年
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
初

ア
ヴ
ァ
ン
ト
し
た
時
は
足
だ
け

入
れ
て
び
び
っ
て
い
た
の
に
、

今
回
は
肩
ま
で
浸
か
っ
て
爽
快

感
に
浸
っ
た
。
慣
れ
る
事
は
あ

っ
て
も
、
飽
き
る
事
は
な
い
だ

ろ
う
と
思
っ
た
。

　

ヘ
ル
シ
ン
キ
ほ
ど
静
か
な
首

都
を
私
は
他
に
知
ら
な
い
。
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
人
は
常
に
小
声
で

話
し
て
い
る
、
と
私
は
思
う
。

特
に
サ
室
内
で
の
彼
女
た
ち
の

会
話
は
囁
き
。
そ
れ
は
午
前
中

のKulttuurisauna(

読
み
方

不
明)

で
の
事
だ
っ
た
。
バ
ル

ト
海
に
昇
る
朝
日
が
熱
と
静
寂

の
女
風
呂
の
窓
を
照
ら
し
て
い

た
。
す
る
と
男
風
呂
か
ら
会
話

が
聞
こ
え
て
来
た
。そ
の
声
は
、

さ
っ
き
ア
ヴ
ァ
ン
ト
し
た
時
、

短
い
会
話
を
し
た
日
本
人
だ
。

エ
コ
ー
が
か
か
っ
て
響
く
話
の

内
容
は
ア
ヴ
ァ
ン
ト
に
つ
い
て

だ
っ
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
幸

福
度
の
高
い
国
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。
幸
福
な
人
は
大
声
で

話
さ
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

　Löyly
と
書
い
て
ロ
ウ
リ
ュ

と
読
む
。
私
が
唯
一
読
め
る
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
語
で
あ
る
。
ヘ
ル

シ
ン
キ
に
はLöyly
と
い
う
素

晴
ら
し
い
サ
ウ
ナ
が
あ
る
。
ど

う
に
か
予
約
が
と
れ
た
私
は
嬉

し
く
て
、
そ
れ
を
ホ
テ
ル
の
フ

ロ
ン
ト
の
女
性
に
言
っ
た
「
今

か
ら
ロ
イ
リ
ー
に
行
く
」。
彼

女
は
す
ぐ
に
反
応
し
て
「
ロ
ウ

リ
ュ
ね
」
と
言
っ
た
。
そ
の
時

の
彼
女
の
口
元
の
形
を
私
は
生

涯
忘
れ
な
い
だ
ろ
う
。
語
彙
の

少
な
い
私
に
は
上
手
く
言
い
表

せ
な
い
が
、
ロ
ウ
リ
ュ
の
ウ

はö

。
口
を
す
ぼ
め
て
Ｏ
の
形

を
作
り
、
鼻
の
下
の
窪
み
の
両

サ
イ
ド
を
点
々
の
様
に
す
る
。

サ
ウ
ナLöyly

は
そ
の
名
の
通

り
、
壮
麗
な
ロ
ウ
リ
ュ
を
体
験

さ
せ
て
く
れ
る
。
こ
のLöyly

の
窯
は
巨
大
で
、
サ
ウ
ナ
ス
ト

ー
ン
に
水
を
か
け
る
柄
杓
も
特

大
。
熱
々
の
サ
ウ
ナ
ス
ト
ー
ン

に
水
を
か
け
る
と
「
ジ
ュ
ッ
」

と
音
と
「
シ
ュ
ワ
ー
」
と
言
う

音
が
ほ
ぼ
同
時
に
聞
こ
え
る
。

そ
し
て
熱
い
水
蒸
気
が
肌
に
張

り
付
く
。
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ

る
と
、
熱
い
水
蒸
気
は
人
の
肌

に
触
れ
る
と
結
露
し
水
滴
に
な

る
の
だ
そ
う
。
水
滴
も
混
ざ
っ

て
汗
が
ド
ー
ッ
と
流
れ
る
。

　

サ
旅
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
さ

ん
の
説
明
が
な
け
れ
ば
、
ハ
ー

ド
ル
が
高
す
ぎ
て
行
か
な
か
っ

た
で
あ
ろ
うSompasauma

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
達
に
よ
っ

て
運
営
さ
れ
て
い
る
無
料
の
サ

ウ
ナ
。
薪
割
り
な
ど
の
労
働
を

提
供
す
る
と
聞
い
て
い
た
の

で
、
そ
の
つ
も
り
で
行
っ
た
。

受
付
や
脱
衣
所
、
シ
ャ
ワ
ー
ル

ー
ム
は
無
い
。
常
連
ら
し
き
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
「
何
を
し

ま
し
ょ
う
か
」と
聞
い
た
ら「
サ

ウ
ナ
に
入
り
な
さ
い
」
と
言
わ

れ
た
。
他
人
の
家
の
お
風
呂
に

無
断
で
入
る
様
で
落
ち
着
か
な

い
。
お
金
を
払
っ
て
権
利
を
得

る
事
に
慣
れ
て
い
る
の
だ
。
し

か
し
一
度
サ
ウ
ナ
に
入
っ
て
し

ま
え
ば
そ
ん
な
事
は
す
っ
か
り

忘
れ
て
し
ま
う
。
痩
せ
た
お
爺

さ
ん
が
全
裸
で
入
っ
て
来
た
の

を
見
て
げ
ん
な
り
し
た
り
、
め

ち
ゃ
く
ち
ゃ
ハ
ン
サ
ム
な
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
人
青
年
に
う
っ
と
り

し
た
り
。
小
さ
い
サ
室
の
ベ
ン

チ
で
大
量
の
汗
を
か
き
、
凍
っ

た
バ
ル
ト
海
に
入
水
し
て
、
す

っ
か
り
整
っ
た
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
の
翻
訳
家

で
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
稲
垣
美
晴

さ
ん
の
本
『
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語

は
猫
の
言
葉
』
に
は
、Löyly

と
は
サ
ウ
ナ
ス
ト
ー
ン
に
水
を

か
け
た
時
に
出
る
「
蒸
気
」
の

事
だ
が
、
元
々
は
「
霊
魂
」
と

言
う
意
味
だ
っ
た
と
あ
る
。
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
で
サ
ウ
ナ
は
「
儀

式
」
だ
か
ら
、「
霊
魂
」
が
関

わ
る
の
は
当
然
な
気
が
す
る
。

サ
ウ
ナ
の
蒸
気
や
熱
の
体
験
を

通
じ
て
得
ら
れ
る
充
実
感
や
爽

快
感
は
身
体
的
な
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
、
精
神
的

な
浄
化
を
促
す
の
か
も
知
れ
な

い
。Löyly

は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
人
に
と
っ
て
、
単
な
る
物
理

的
な
現
象
を
超
え
、
人
々
の
精

神
的
な
体
験
と
も
深
く
結
び
つ

い
て
い
る
よ
う
だ
。

　
　
（
山
本
真
由
美
、
写
真
も
）

熱
い
身
体
を
凍
結
湖
に
沈
め
て
冷
や
す
快
感

サ
ウ
ナ
発
祥
の
地
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

1

　

２
０
０
４
年
4
月
に
大
瀬
戸

町
の
「
や
す
ら
ぎ
交
流
拠
点
」

と
し
て
再
出
発
し
た
音
浴
博
物

館
で
し
た
が
、
も
と
も
と
大
瀬

戸
町
に
は
博
物
館
が
な
く
、
直

営
は
難
し
か
っ
た
た
め
、
栗
原

榮
一
朗
氏
を
中
心
に
設
立
し
た

「
推
敲
の
森
実
行
委
員
会
」
が

管
理
運
営
を
委
託
さ
れ
る
形
を

と
り
ま
し
た
。
翌
05
年
に
栗
原

氏
が
57
歳
で
亡
く
な
り
、
現
在

は
そ
の
意
志
を
継
ぐ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
推
敲
の
森
実
行
委
員
会
が
同

年
西
彼
半
島
5
町
の
合
併
に
よ

っ
て
誕
生
し
た
西
海
市
の
委
託

を
受
け
て
運
営
を
続
け
、
現
在

は
中
村
昌
彦
氏
が
3
代
目
の
館

長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
入
館
す
る
と
、
ま
ず

は
30
分
ほ
ど
ス
タ
ッ
フ
の
方
が

館
内
を
案
内
し
て
く
れ
ま
す
。

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
は
前

回
述
べ
た
建
物
の
歴
史
を
物
語

る
写
真
や
、
エ
ジ
ソ
ン
式
の
蓄

音
機
、
１
０
０
円
硬
貨
を
入
れ

る
と
懐
か
し
の
曲
を
聴
く
こ
と

が
で
き
る
現
役
の
ジ
ュ
ー
ク
ボ

ッ
ク
ス
等
が
あ
り
ま
す
。
渡
り

廊
下
を
渡
る
と
「
蓄
音
機
の
館
」

が
あ
り
、
約
1
万
枚
の
Ｓ
Ｐ
レ

コ
ー
ド
と
50
台
以
上
の
蓄
音
機

が
置
い
て
あ
り
、
圧
倒
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
の
レ
コ
ー
ド
は
、

自
分
で
選
び
、
当
時
の
蓄
音
機

で
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
奥
に
は
企
画
展
示
が
行

わ
れ
て
い
る
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
」
と
、
78
回
転
の
Ｓ
Ｐ

盤
と
Ｌ
Ｐ
盤
・
Ｅ
Ｐ
盤
（
ド
ー

ナ
ツ
盤
）
レ
コ
ー
ド
等
合
わ
せ

て
約
16
万
枚
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
一
部
が
展
示
・
公
開
さ
れ
て

い
る
「
Ｌ
Ｐ
ホ
ー
ル
」
が
あ
り

ま
す
。「
Ｌ
Ｐ
ホ
ー
ル
」は
洋
楽
・

邦
楽
と
棚
が
分
か
れ
、
ジ
ャ
ン

ル
別
に
整
理
・
整
頓
さ
れ
て
お

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
タ
イ
ル
の

椅
子
が
置
い
て
あ
る
の
で
、
こ

こ
に
座
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
自
分

の
好
き
な
音
楽
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
。

　

一
番
奥
に
あ
る
「
イ
ベ
ン
ト

ス
ペ
ー
ス
」
は
、
も
と
も
と
難

民
救
援
施
設
の
食
堂
だ
っ
た
そ

う
で
、
か
な
り
広
い
空
間
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
レ
コ

ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る

こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
が
、
来

館
者
に
5
つ
の
異
な
る
ス
ピ

ー
カ
ー
の
音
の
違
い
を
体
感

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ

に
お
願
い
す
れ
ば
、
プ
ロ
の
録

音
ス
タ
ジ
オ
や
映
画
館
な
ど
で

も
多
く
使
わ
れ
て
い
る
Ｊ
Ｂ
Ｌ

や
タ
ン
ノ
イ
な
ど
高
級
ス
ピ
ー

カ
ー
の
音
響
も
体
感
で
き
ま
す

し
、
エ
ル
ビ
ス
・
プ
レ
ス
リ
ー

が
実
際
に
聴
い
た
と
い
わ
れ
る

１
９
５
０
年
代
の
ビ
ク
タ
ー
オ

ー
デ
ィ
オ
ラ
の
音
も
聴
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
価
値
の
高
い
展

示
物
の
数
々
を
見
る
だ
け
で
は

な
く
、
実
際
に
自
分
が
好
き
な

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
レ
コ
ー
ド
を

か
け
て
、
好
き
な
音
楽
を
聴
く

体
験
が
で
き
る
と
い
う
の
は
、

ま
さ
に
音
浴
博
物
館
な
ら
で
は

の
こ
と
で
、
文
字
通
り
「
サ
ウ

ン
ド
シ
ャ
ワ
ー
」
を
浴
び
る
こ

と
の
で
き
る
貴
重
な
施
設
だ
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

日
本
に
は
同
様
に
レ
コ
ー
ド

や
音
響
機
器
等
を
所
蔵
す
る
博

物
館
や
図
書
館
が
い
く
つ
か
あ

り
ま
す
が
、
同
館
で
は
栗
原
氏

の
「
レ
コ
ー
ド
は
聴
い
て
こ
そ

価
値
が
あ
る
。
そ
れ
も
空
気
の

振
動
を
体
で
感
じ
て
聴
い
て
ほ

し
い
」
と
の
遺
志
を
実
践
し
て

い
る
こ
と
が
重
要
で
、
今
で
も

全
国
か
ら
「
こ
こ
な
ら
ば
」
と

多
く
の
寄
贈
が
あ
り
、
多
く
の

フ
ァ
ン
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

中
に
は
開
館
か
ら
閉
館
ま
で

博
物
館
に
い
る
方
や
常
連
客
も

い
る
と
い
う
の
も
頷
け
る
話
で

す
。
ぜ
ひ
一
度
、
ア
ナ
ロ
グ
の

サ
ウ
ン
ド
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
に

音
浴
博
物
館
を
訪
問
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
栗
原
祐
司
　
国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
）
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（19）　　 ［NY生活ウーマン］ 2025年（令和 7年）2月 8日（土）

NYストスナ オシャレは街角から生まれる 155

February

冬
将
軍
と
五
番
街
で
待
ち
合
わ
せ

　新年に入ってから長期間の寒波に見舞われている。そんな厳寒の昼下がり
でも五番街では防寒具にしっかりと身を包んで歩く人が絶えない。セントラ
ルパークに面した 70 丁目のフリック・コレクションが建物の改修と拡張を
経て、この４月に再オープンする。６万平方フィートの再利用スペースと
２万７千平方フィートの新築スペースには有名なヨハネス・フェルメールの
『中断された音楽の稽古』『兵士と笑う娘』『婦人と召使』やエル・グレコ、ゴ
ヤその他の有名な作品が掲げられ、２階の新ギャラリーでは新しく入手され
た作品が公開される予定。1914 年にヘンリー・フリックの邸宅として設計さ
れた建物は 1935 年に美術館となった。桜の花がが散る頃の五番街 70 丁目あ
たりはフリック・コレクションに向かう人たちで賑わうことだろう。 

 （ワインスタイン今井絹江、写真も )

  ◇氏名：マリア・メンデス（25
歳）
◇職業：アーティスト
◇居住地：ベネズエラ出身で
アトランタ市在住
◇着用の服：ジャケットはノー
スフェイス、靴はナイキ、バッ
グとスラックスはターゲット、
スカーフは祖母のもの
◇よく利用する店：ザラ

◇好きなブランド：ビビアン・
ウエストウッド
◇着こなしで気をつけている
こと：「歩いても走っても着心
地の良い服が一番だけど、可
愛く見えるよう自分で工夫す
る」
◇撮影場所：五番街 70 丁目の
フリック・コレクション前

　

東
京
都
の
女
性
ベ
ン
チ
ャ

ー
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ムAPT 

W
omen

に
参
加
し
た
起
業
家

か
ら
選
抜
さ
れ
た
10
人
が
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
10
日
間
の
研
修
を

受
け
た
。
参
加
者
は
、
創
業
後

10
年
未
満
の
起
業
家
で
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
受
講
後
、
東
京
都
内
で

既
に
起
業
し
て
い
る
、
ま
た
こ

れ
か
ら
起
業
す
る
可
能
性
の
あ

る
女
性
達
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と

し
て
、
都
内
に
暮
ら
す
女
性
の

成
長
志
向
を
醸
成
し
、
現
代
の

女
性
に
起
業
と
い
う
新
し
い
生

き
方
の
選
択
肢
を
示
す
役
割
を

担
う
女
性
ベ
ン
チ
ャ
ー
た
ち

だ
。 

　

１
月
29
日
午
後
、
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
で
米
国
人
審
査
員
を
招
い

て
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総

領
事
の
森
美
樹
夫
大
使
が
日
本

に
お
け
る
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
、
社
会
進
出
と
活
躍
の

場
の
現
状
と
拡
大
に
つ
い
て
語

り
激
励
し
た
。

　

メ
ン
ズ
ア
ン
ダ
ー
ウ
ェ
ア
の

新
し
い
選
択
肢
と
し
て
お
腹
が

弱
い
男
性
の
悩
み
を
解
決
す
る

『
腸
い
い
パ
ン
ツ
』
を
開
発
し

た
株
式
会
社LUNDATTE

の

木
村
千
瑛
さ
ん
は
「
昨
年
Ｎ
Ｙ

の
見
本
市
に
単
身
で
参
加
し
た

が
、
海
外
進
出
に
は
十
分
な
準

備
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
実
感

し
た
。
今
回
は
東
京
都
の
派
遣

だ
か
ら
こ
そ
出
会
え
た
多
く
の

関
係
者
と
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

作
れ
た
の
は
大
き
な
成
果
だ
っ

た
」
と
話
し
た
。　
　

　

ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
か
ら
生

ま
れ
る
発
酵
食
品
を
目
指
す

Delicious Revolution

の
丸

山
寛
子
さ
ん
は
「
近
く
て
遠
い

ア
メ
リ
カ
の
存
在
が
大
き
く
な

り
ま
し
た
。
将
来
は
海
外
で
の

生
産
拠
点
な
ど
視
野
に
入
れ
て

活
動
し
て
い
き
た
い
。
英
語
は

得
意
で
は
な
い
が
今
回
は
多
く

の
参
加
者
か
ら
助
け
て
も
ら
っ

た
」
と
話
す
。

　
YOMI International

株
式

会
社
の
村
田
ま
す
み
さ
ん
は
、

簡
単
・
手
軽
に
法
的
効
力
の
あ

る
遺
言
書
が
作
れ
る
ツ
ー
ル

『
わ
た
し
の
遺
言
書
』 

を
説
明

す
る
と
、
審
査
員
か
ら
「
ア
メ

リ
カ
に
あ
っ
た
ら
多
く
の
人
が

利
用
す
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
私
が

使
い
た
い
」
と
評
価
さ
れ
た
。　

　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
不
要
で
即
座

に
本
物
の
人
間
と
対
話
を
始
め

る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
『
ラ
ン

ダ
ム
チ
ャ
ッ
ト
』
を
紹
介
し
た

呉
季
樺
さ
ん
は
「
こ
う
い
う
チ

ャ
ン
ス
を
与
え
て
く
れ
た
東
京

都
に
感
謝
し
ま
す
」。
株
式
会

社Ay

の
村
上
采
さ
ん
は
着
物

柄
テ
キ
ス
タ
イ
ル
と
銘
仙
ア
ッ

プ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
カ
ル
チ
ャ

ー
ブ
ラ
ン
ド
『Ay

』 

を
グ
ラ
ン

ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
に
近
い
「
う

ま
み
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
の
ポ
ッ
プ

ア
ッ
プ
ス
ト
ア
で
展
示
し
た
。

「
価
値
の
分
か
る
富
裕
層
に
浸

透
さ
せ
る
た
め
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
が
海
外
で
は
特
に
大
切
だ

と
実
感
し
た
」
と
い
う
。

　
　
　

◇

　

第
９
期
本
年
度
の
参
加
者
は

次
の
通
り
。

▽
呉
季
樺
氏
（PNYO

合
同
会

社
）
▽
小
野
衣
子 

氏
（VxTech

株
式
会
社
）
▽
佐
々
木
祐
香 

氏
（W

ellBe

株
式
会
社
）
▽

中
瀬
幸
子
氏
（Avinton

ジ
ャ

パ
ン
株
式
会
社
）
▽
根
来
杏

奈
氏
（
株
式
会
社exmore

）

▽
木
村
千
瑛
氏
（
株
式
会
社

LUNDATTE

）
▽ 

熱
田
優
香

氏
（
株
式
会
社
す
き
だ
よ
）
▽

村
上 

采 

氏
（
株
式
会
社Ay

）

▽
村
田
ま
す
み
氏
（YOMI 

International

株
式
会
社
）

▽
丸
山
寛
子
氏
（
株
式
会
社

Delicious Revolution

）

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

東
京
都
の
女
性
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
Ｎ
Ｙ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
10
人
が
来
米

APT Women 第９期
「多くの米側関係者と
人脈ができました！」

http://www.ishitaniclinic.com/
https://reformanyc.com/
http://www.salon-oasis.net
https://www.hmakabelcsw.com/
http://maliliko.com
http://www.idocenter.com
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https://www.mofa-irc.go.jp/jpo/index.html



